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（1）新学部長に聞く
①3代　澤田武教授「特色ある商業学科に」
吉川義弘教授が商学部長を辞任（健康がすぐれないた
め）されたのにともない，昨年12月25日付で新商学部長に
沢田武教授が発令された。
沢田新学部長は，昭和6年専修大学専門部計理科卒，同9
年経済学部卒業，昭和21年専修大学講師となり同27年助教
授，30年に教授となり今日に及んでいる。その間39年に学
生部長を経て，現在は常務理事（教学担当）専修大学玉名
学園（熊本）理事長の要職にあるといったのが略歴。同教
授の会計学，財務諸表の講義は懇切ていねいの定評があ
る。
新橋生れの赤坂育ち―邦楽や歌舞伎が好きで，中学生
の頃から講釈場に通ったという，生粋の下町っ子である。
だから，そのしょうしゃな風貌の奥に粋（いき）さがひそ
んでいるわけだが，あえてそういったものが目立たないの
も，その人柄のせいであろう。
酒はナラ漬もダメ，タバコもたしなまない。だが，タバ
コについては，15年くらい前に1日80～90本もすっていた
ので，健康を心配した現相馬学長から「君がやめたら僕も
やめる」とカケをされて翌日からプッツリやめた。その意
思の強さに相馬学長が驚いたというエピソードもある。以
下，新商学部長に抱負をきいてみよう。
「会計学科では，国家試験の合格者を多くしていきた
い。昨年は3年が2人合格したが，そのうちの一人が普通高
校の出身者だった。いいムードできているし，今後さらに
数の上でも，質の上でも職業会計人の養成に力を入れた
い。
商業学科は，非常に領域が広いのでもう少し細分化して
将来は観光とか貿易，経営・調査，金融，保険といったよ
うなコースを設けるようにしていきたい。そうすれば広す
ぎてつかみにくい商業学科も，つかみやすく特色あるもの
になっていくわけです。また現在の経済学研究科から商学
研究科を独立させて，商学部の大学院を設置する方向に
もっていきたい。」
 （昭和45年1月15日，14号）
②4代　石渡績教授「多方面で大活躍生粋の専修人」
石渡新商学部長は，昭和5年専修大学専門部経済科卒
業，9年同専門部計理科卒業，12年同経済学部を卒業。昭
和13年経理事務所を開設し東京税務代理士会理事などを経
て，18年専修大学講師，27年助教授，32年に教授となり現
在に至る。その間，38年から42年まで学校法人専修大学常
務理事，42年から48年まで同顧問。48年9月から同理事。
また，就職指導部長，体育部次長のほか，計理研究会，税
務研究同好会などの顧問として学生の指導にあたる。さら
に全日本を制覇した黄金時代の専大野球部長だった。一
時，私学振興財団に出向して私立大学，高校の会計を指導
するなど生粋の専大人として多方面で活躍。現在，二部学
務委員会委員長，会計学研究所長。
担当は会社会計，税務会計。主な著書に「法人税務会
計」（邦光堂）「税務会計」（評論社）「税務会計の一般理
論」（邦光書房）「法人税法の研究」（評論社）などがある
ほか論文多数。兵庫県出身，68歳，家庭には夫人と長男夫
妻家族，ほかに嫁した一女がある
歌舞伎や文楽，浄瑠璃などの観劇が趣味，若き日は劇文
学好きの文学青年だったそうで，立見20銭くらいの学生時
代からのもの。ほかには趣味の水墨画を10年以上たしなん
でいる。
「15歳で上京，政治家と弁護士の玄関番をしながら専修
に通ったが，親からは一銭ももらわなかった。昼は専門部
計理科だけであとは夜間だったので，二部学生の気持はよ
く分かる。
いまやっている学問をすぐ役立たそうと考えると大学教
育がつまらなくなる。将来どんな立場にも対応できるよう
な基礎知識を養っておくべきだ。学部長室は学生にも先生
にも“オープン”にしておくので，どんどんやってきても
らいたい。」
 （昭和52年9月20日，98号）
③5代　笹井昭孝教授
　「時間厳守が信条『常に2年先を考えよ』」
商学部長の改選が行われ，新商学部長に笹井昭孝教授が
選ばれ4月1日付で発令された。前学部長石渡績教授の定年
退職に伴うもので，任期は前任者の残存期間をもって昭和
54年8月31日までとなっている。
笹井新学部長は，昭和18年北海道帝国大学理学部数学科
を卒業。海軍兵学校教官，東京鉄道講習所教官，千葉農業
専門学校講師を経て昭和24年専修大学講師となり，同25年
助教授，同36年教授となり現在に至る。この間，学生部次
長，学術文化部長，二部主任，二部教務委員長，入学試験
委員長などを歴任。とくに，入試委員長は50年度から54年
度までの五期にわたった。
専門は統計学，数学で，「文科の教学」（昭41・おおとり
社），「新商業計算入門」（昭48・税務計理協会＝共著）な
ど著書や論文多数。東京都出身，60歳。家族は夫人と二男
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一女。
笹井教授は，出講日には始業ベルが鳴る前に必ず教室に
姿を見せられる。遅れた学生が首をすくめながらあわてて
駆けこんでくる風景も珍しくない。だから，会合にも遅れ
たりすることはない。というより，30分もそれ以上も前に
到着して，開始時間が遅れて担当者が恐縮したりする。二
部の写真部長，弁論部長，さらに20年以上にわたってス
ケート部の部長をつとめられているが，会合の定刻は厳守
されているという。授業は休まれないし，教え方も上手。
また面倒見がいい，というのが教え子やクラブ OB の評。
趣味は，夫人と一緒に始めた盆栽，といっても先生は
買ってくるほうで，大物の刈り込みをするくらい，あとの
世話はもっぱら夫人の方という。写真もやるが，撮るより
もカメラを集める方が趣味とか。いま一番やりたいのは釣
り。子供のころと海軍兵学校教官時代は釣に親しんだが，
戦後はサッパリ，これから，昔にもどってまたボツボツ釣
りを楽しみたいという。
「5年間入試委員長をやったわけですが，事務関係の人も
よくやってくれてその間志願者も増えたし，入試事務のコ
ンピュータ化の上で，統計的なこともあるが，いくらかで
も分かる。といったようなことでやらせてもらえるのだと
思う。専修大学というところは一口にいって住みいい。授
業さえちゃんとやっていれば，何をやっても制約がない。
自然，休講も少ないし先生方も熱心で，課外活動の指導な
どもよくやられる。抱負といっても，まだまとまっていま
せんが，先生方も何でも言える教授会の運営をしていきた
い。その意味で，学部長の部屋はオープンにしておきた
い。学生諸君には基礎をしっかり勉強してもらいたい。少
なくとも2年くらい先を考えて勉強するようにしてほし
い。また，国家試験が受かるよう指導体制も確立していき
たい。」 （昭和54年4月20日，116号）
④6代　小澤康人教授　
　「“ 伝統の良さを継承 ” 趣味はスキー」
笹井商学部長の任期満了に伴い，同学部教授会は小澤康
人（おざわ・やすひと）教授を新学部長に選出した。発令
は9月1日，任期は2年。
小澤教授は，東京生れの東京育ち。本籍は文京区という
から生粋の江戸っ子だ。昭和7年生れだから，戦時中はまだ
小学生。学童疎開で親元を離れ，他郷で苦労した経験があ
るだけに「今の若い連中は恵まれ過ぎていますね」と，根
性に欠ける現代っ子の一面をチクリ。
昭和30年に早稲田大学第一商学部を卒業，昭和35年同大
学院商学研究科博士課程単位修了。東海大学講師を経て，
39年専修大学講師，40年助教授，46年教授になった。この
間，53年度在外研究員として米国イリノイ大学に留学，財
務会計理論の研究にあたった。また就職指導委員会委員，
図書館委員会委員，学生部次長，二部改革委員会委員など
を歴任。現在，専修大学会計学研究所長，大学院商学研究
科主任でもある。
小澤新学部長は「この重任を果たすためには，学部内の
先生方の意見を広く聞いて，これを学部の運営に活かして
いきたい。商学部はこれまで良くまとまってきているの
で，今後ともこの伝統をうけついでいく。また学生たちに
勉学の意欲を持たせるには，どうしたらよいか。カリキュ
ラムの問題も含めて検討していきたい」と，抱負を語っ
た。
そして学生に対しては「入学したときは，それぞれが希
望や目的を持っていたことと思う。これを達成するために
一日一日，初心忘れずに悔いのない学生生活を送ってほし
い。社会に出てから“もっと勉強していれば…”などとホ
ゾを嚙まないことだ。これからは国際化の時代なのだか
ら，語学力を養うことも大切」とアドバイスする一方で，
「学生に勉強する意欲を起こさせるには，教える側の努力
も必要」と自戒の言葉も。いま教授は「計修会」室長とし
ても学生たちの面倒をみている。
専攻は会計学。最近は，19世紀半ばのアメリカで，企業
はどのような減価償却をやっていたかについて研究を進め
ている。すでに ATT や US スチールの実務については執
筆を終えた。現在はペンシルベニア鉄道についての資料集
めのため，アメリカに渡るなど忙しい学究生活をつづけて
いる。
こうした学究生活のなかでの教授の楽しみは，スキー
シーズンの到来だ。例年，1月は教員や家族たち，2月は学
生たち，3月は学界の仲間と志賀高原や蔵王へ。
「勉強の合宿とちがって，スキー合宿は学生たちが本音
をさらけ出すので楽しい」そうだ。「学部長の仕事が忙が
しくて，スキーに出かけられなくなるのでは…」というの
が，目下，新学部長の悩みのタネでもある。（平成元年9月
20日，235号）
⑤7代　殿村晋一教授
　「スムーズな改革が課題」
小澤康人商学部長の任期満了に伴い，同学部教授会は殿
村晋一（とのむら・しんいち）教授を新学部長に選出し
た。発令は9月1日，任期は2年。
殿村教授は昭和12年秋田県生まれ。昭和41年早稲田大学
大学院商学研究科博士課程単位取得。専修大学助手，講師
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を経て，54年教授。57年3月から1年間，長期在外研究員と
してイギリスに留学，61年から4年間二部学生部次長，平
成4年2月から二部学生部長を務めた。学部長就任にあたっ
ての抱負は―。
「大学が大きく変わっていく時期にあり，当学部もカリ
キュラムその他の改革と自己点検を迫られている。学部内
での真剣な議論は相当進んでいる。会計学科の充実を図る
とともに，ちょっと古い学問という印象のある商業学科を
イメージアップさせるため，ネーミングの変更ともう一つ
学科の新設が議論されている。さらに議論に肉付けをして
スタッフをそろえ，文部省に申請して予備審査……と，具
体化の作業で2年が過ぎてしまいそうだが，諸先生方のご
意向に従って改革をスムーズに進めていくことが，私の課
題かなと思っている」
長期構想による計画以外にも懸案はいろいろあって，
「会計学科は公認会計士，税理士という職業会計人を生
み出すことを大きな役目としてきたが，私大としては今後
その面の強化がいよいよ大事になる。幸い昨年は公認会計
士第二次試験に過去最高の11人が合格したが，もっともっ
と挑戦してもらいたいし，そういう雰囲気が日常的になっ
てくれば学生たちも一段とたくましくなると思う。商業学
科については，国際化に立ち遅れないようにして，学生の
語学力を強化するなど，国外に出ても仕事のできる学生を
育てていきたい」と，よどみなく語る。
授業の担当は一般商業史。雪国に生まれ，3歳から始め
たスキーがいちばんの趣味。「55歳を過ぎて今なお現役と
いうのは多少自慢してもいいかと思います」
関東一部リーグをキープするアイスホッケー部の部長
と，テニス愛好会・オンラインの顧問を務める。冬のス
キーに備えての足腰鍛錬に38歳から始めたテニスの方も，
「まあ，多少うまい方。一応本格的に楽しめます」と自信
をのぞかせる。
 （平成5年9月20日，279号）
⑥8代　小島崇弘教授
　「会計学部の創設など学部改革を」
「前学部長（殿村晋一教授）を中心に“商学部をどうす
るか”を考えてきました。改革委員会で検討を重ね，会計
学科を『会計学部』として創設し，商業学科を三分割する
案を提案しています。ぜひ実現したいし，私の最初の仕事
だと思っています」と，学部改革に情熱を燃やしている。
現行のカリキュラムは昭和56年に制定されたままで，そ
の後若干の改定があったものの，2学科（商業学科と会計
学科）は約17年間手つかずのまま。
「改革委員会では，まず商業学科という呼び名が古くな
り，商学と商業学との意味も違う，商業学では学ぶ範囲が
非常に狭い―など，改革の必要性を指摘する意見が出ま
した」
提案の「会計学部」は，21世紀に向けて新たな会計教育
の実現を図ろうとするもので，実現すれば，日本で最初の
学部になる。商業学科は「流通・マーケッティング学科」
「金融総合学科」「産業システム学科」の3学科に分割す
る。「新学部の創設は，平成11年に目標を置いています」
という。
「これらの改革によって，何を教えてくれる学部かを明
確にしたい。学生たちのための改革に他なりません」と結
んだ。
東京・浅草生まれの“江戸っ子”。趣味は囲碁とゴル
フ。「囲碁は“一級の腕前”です」と笑った。妻，実母，
一男一女の5人家族。
＊
69年（昭44）中央大学大学院商学研究科修士課程修了。79
年（昭54）専修大学商学部専任講師，86年（昭61）教授。
情報科学センター教育指導室長，情報科学センター長など
を歴任。日本経営数学会常任理事，日本経営情報学会理
事。専攻は情報処理論，会計情報システム論。56歳。（平成
9年9月15日，324号）
⑦9代　松原成美教授
　「人物重視の入試 AO 入試の実施を検討したい」
長引く不況，景気の低迷，学生の就職難，18歳人口減少
など，大学を取り巻く環境は厳しい時代を迎えています。
こういう状況の中で学部長を引き受け，責任の重さを感
じ，身の引き締まる思いです。それだけに，商学部スタッ
フの力を結集して改革に取り組み，学部運営の『透明性』
を高め『民主的』な学部運営を心掛けたいと思います」
と，心境を語る。
基本方針は「社会と学生のニーズに応え得る学部教育の
実現をはかりたい」という。少人数教育の一環としてゼミ
の充実を挙げて「学生と教授の心の通う教育を目指した
い」と力説。
「常に学部教育の質的向上を推進できるシステムの整備
が必要。受け手の学生に魅力的なカリキュラムの提供。本
学部で実施の学生アンケートによる授業評価をカリキュラ
ムに反映し，有効的活用ができたらと思います」
全入時代を迎えての対策は「学生の入口と出口の問題。
入試制度を欧米のように“入口を易しく，出口は厳しく”
が必要になってきます。学生のニーズの多様化に対応する
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ために入試制度を検討したい。特に公募制による推薦入試
を拡大したい。また，一部の他大学でも実施している
『AO（アドミッション・オフィス）入試』（人物重視の入
試）を早急に検討し実施したい。例えば3年間クラブ活動
を続けてきて，本学に入りたいという意欲的な生徒を評価
して，学業成績も一定の基準に達していれば，面接だけで
入学させてよいと思います。出口は就職対策とも関連して
“インターンシップ”（企業研修）の導入を検討したい。ま
た大学院の修士課程と連携する学部教育を具体的に検討し
たいと考えています」と語った。
趣味は絵画鑑賞。水彩画のスケッチもやる。スポーツは
何でも。「準硬式野球部長は続けます」。岐阜県生まれ。
妻，一女（大学院生）の3人家族。
＊
61年（昭36）明治大学大学院商学研究科修士課程修了，64
年（昭39）同研究科博士課程単位取得。68年（昭43）専修
大学商学部専任講師，69年（昭44）助教授，75年（昭50）
教授。就職指導委員会委員，学生部次長，教員資格審査委
員会委員，会計学研究所長など歴任。日本会計研究学会評
議員，日本簿記学会理事。専攻は財務会計。62歳。（平成11
年9月15日，348号）
⑧10代　大西勝明教授
　「現代的な学部に再構築を」
商業学科では3つのコース制を導入，会計学科では実践
的な学習モデルを設定している商学部だが，昨年度からは
主要科目にセメスター制（半期履修）を取り入れた。少人
数教育のもと，明確な目的を持っての学習を進めている。
「少人数教育の特長を生かし，魅力のある学部にしてい
くことが急務」と抱負を語る。
「商学部は古くさいイメージを持つといわれますが，現
実は決してそんなことはありません。最終消費や市場動向
をどうキャッチしていくか，市場側から産業活動をいかに
体系化するかなど，現代社会において商学は，実践的でよ
り一層，重要な役割を担っていくことになると思います。
新しい時代のニーズに応え『現代的な商学部』に再構築し
ていく必要性を感じています。幸い学部には，若いスタッ
フも充実していますから心強いです」
学生に望むことは「商学部は多様な可能性を持った学部
です。学生たちには，一番関心のあるもの，打ち込めるも
のを見つけて，深い理解と専門性を身に着けてほしいです
ね」
入試制度の変更，インターンシップ制の導入など，取り
組むべき課題は多いが「まず商学部の特殊性をスタッフ全
員で追究することを目指したい。欲張らず，ネバーギブ
アップの精神で」。
＊
徳島県出身。趣味はテニスと絵画鑑賞。家族は妻と二男。
71年（昭46）専修大学大学院経済学研究科博士課程単位取
得。68年（昭43）専修大学商学部助手，81年（昭56）教
授。商学研究所長などを歴任。産業学会理事，日本学術会
議経済政策連絡委員など。専攻は産業論，企業論。（平成13
年9月15日，372号）
⑨11代　川村晃正教授
　「『計理専修』の伝統生かし改革さらに」
商学部は本年，商学教育100年，学部創設40周年を迎え
ました。大学そのものの存続が問われる「2007年全入」問
題を直視し，「計理専修」の伝統に恥じない教育を進め，
社会にアピールしていくためには，改革が何にも増して必
要です。
これまで商学部では，99年に全学部に先駆け専門科目セ
メスター制を導入し，商業学科3コース制を採用。本年度
からは会計学科カリキュラムの全面改訂を実施しました。
来年度からは，商業学科をマーケティング学科と改称
し，4コースを設け，一層広い視野からビジネスマインド
を育む教育を行ってまいります。さらに大学院では，併せ
て5年で学部卒業と修士の学位が得られる「商学特修コー
ス」が新設されます。また，会計専門職大学院の設置も検
討しております。
ヒト，モノ，カネ，情報などの資源を，市場を介して効
率的に配分し，社会を豊かにする。これが商学の課題で
す。実際には企業と企業，企業と個人，個人と個人との関
係構築の中で探る，極めて実学的でありながら多様性に富
み，専門性が問われる学問です。
インターネットや携帯電話の発達・普及で，人と人との
本来の関係がきわめて希薄になった現代。混沌とした21世
紀を生きる人間として，技術の発達を取り込み，他方でそ
んな状況を冷静に見つめ「これでいいのか」と常に社会に
問いかける，そんな複眼的視点を持つことが重要になりま
す。
学生諸君が豊かな教養と深い専門性を兼ね備えた「器の
大きな人間」に育つことを願います。そのためには，今ま
でのような一方通行的教育では，人は育ちません。学生一
人ひとりを受け止めつつ，教育の中身を充実させる大学教
育の在り方が問われていると，肝に銘じております。
＊
早稲田大学大学院商学研究科修士課程修了。専修大学大学
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院経済学研究科博士後期課程単位取得退学。1985年（昭
60）商学部講師。87年（昭62）助教授。95年（平7）教
授。数次にわたり商学部の改革委員会の委員を務め，教育
システムの改善，カリキュラムの刷新に努める。専門は商
業史，産業史，日本経済史。栃木県足利市出身。趣味は
「風呂場で歌うこと」。59歳。
 （平成17年9月15日，420号）
⑩12代　内野明教授
　「自ら得た情報や経験，知的活動の糧に」
商学部は99年，従来の科目を前提とせずに必要な科目を
洗い出し，ゼロからカリキュラムを組み立て直しました。
あわせて通年ベースのカリキュラムから，半期週2コマで4
単位の専門科目をベースとした専門科目セメスター制を導
入，翌年入学者からこれを適用しました。
その後も，「商業」から「マーケティング」への学科名
称変更，コース制手直し，科目名変更，配当年度の変更な
ど，節目節目にカリキュラムの見直しを行いました。
来年の4月からは現行の流れを踏襲しつつ，過去10年間
の経験と反省を生かしたカリキュラムの変更，特に会計学
科の専門科目を大きく組み立て直す改革を行います。
このように「専修大学の改革は商学部から」と言われる
ような努力を重ねてきました。今後数年間は，腰を落ち着
けて学部教育の中身の充実に，より力を注ぎます。
ここ数年，本学は公認会計士試験で目覚ましい実績をあ
げています。今年は合格者数が調整されそうで，数の上で
昨年の実績を超えるのは難しいかと思われますが，会計学
科ばかりでなく，マーケティング学科の現役学生もぜひ試
験を突破してほしいと思います。
学部教育は，知識を一方的に教え込むものでも，資格取
得や就職のためにだけあるものでもありません。学生諸君
が自ら必要な情報・知識を選択し，継続して身につける経
験を通じ，一生の知的活動の仕組み形成を助けるべきもの
です。勉学だけでなく，大学時代ならではの経験，活動を
してほしいと思います。
商学部では，専修大学の「社会知性の開発」を「ビジネ
スインテリジェンスをはぐくむ」ことによって達成しよう
と考えております。学部長として，その目標達成を加速さ
せたいと願っています。
＊
横浜国立大学大学院経営学研究科修士課程修了。90年本学
商学部助教授。95年教授。商学部の企画構想，入試，教務
の3委員会委員長を経験。専門は経営情報システム，マネ
ジメントサイエンス。趣味は中学時代から始めた囲碁。大
活躍中の本学囲碁部の顧問を務める。横浜市出身。54歳。
（平成21年9月15日，468号）
⑪13代　佐々木重人教授
　「ワクワク学習で自らを磨いて」
商学部の学生たちは元気があり，神奈川産学チャレンジ
プログラムなどの学外イベントに積極的に参加，好成績を
収めています。実学としての商学部教育の成果が表われて
いるのでしょう。
来年度からの学士課程教育改革では，商学部はアクティ
ブラーニング科目を新設します。「外国為替のディーリン
グ戦略」「戦略的マネジメントコントロール論」「ビジネス
プランニング」などです。
これは学生が自ら情報・知識を選択し，主体的に問題を
発見し，調査・提案し答えを探る，まさにアクティブな科
目です。こういったワクワクする学習によって，自分自身
を一層磨いてほしいと願っています。
そして「鍛えられた」という実感を持ち，専修大学で学
んだ誇りとアイデンティティーを胸に社会で活躍してほし
い。卒業しても折に触れて母校を訪ねてほしい─そう
いった場を用意する商学部でありたいと心がけています。
助手時代から数回，米・英に留学する機会をいただきま
した。そこで活用したのは機能的で利用者本位の大学図書
館です。図書館は長い時間を要した私の博士論文の礎を築
いてくれました。学生諸君も大いに利用し，本を読んでほ
しい。
私のゼミでは，シェークスピアの戯曲『ベニスの商人』
が必読。イタリア商人とユダヤ人金融業者との対比やコ
ショウ貿易などの時代背景を読み解くことでものの見方を
広げ，想像力を養ってほしいからです。
1905年に創設された商科を起源として65年に誕生した本
学商学部は，もうすぐ創設50年を迎えます。多彩な記念事
業を来年度（一部本年9月）から実施することを予告して
おきます。
＊
83年専修大学大学院商学研究科博士後期課程単位取得満期
退学。85年本学商学部講師。助教授を経て95年教授。博士
（経営学）神戸大学。専門は財務会計・会計史。研究テー
マは19世紀の英国鉄道会計史。趣味は小学生以来の鉄道模
型（HO ゲージ）収集。現在“封印”中で，6歳の長男に
その宝物を見せる日を楽しみにしている。馬術部長。東京
都出身。58歳。
 （平成25年9月15日，516号）
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注）「新学部長に聞く」は昭和44年1月より掲載のため，初代・2
代学部長分の記事はありません。ご了承ください。
⑵学部発信
①新カリキュラム―専門科目セメスター制進行中！
商学部では2000年4月から従来のカリキュラムを一新し
たカリキュラムを採用しています。特徴は専門科目セメス
ター制導入です。半年を学期の単位にするセメスター制は
全国的にはもうめずらしくありません。専修大学では商学
部が先陣を切ることとなりました。商学部のセメスター制
の特徴は，専門科目の内容によって，半期で完結する専門
科目（2単位）と通年の内容を必要とする科目（4単位）で
構成されていることです。そして前者は週1回，後者は週2
回授業を行うことによって半期で完結するようにしたこと
です。週2回集中的に講義を行うことによって，ダラダラ
とした進行を阻止し，前の講義の内容を忘れないうちに次
の時間が始まるようにしていることです。もちろん全学的
には通年がベースですから，教養科目は通年で走っていま
す。現状では後期履修科目についても4月登録が必要で，
一部の必修専門科目についてのみ前期の履修結果によって
後期再チャレンジを可能にしています。学生からはこれで
はセメスター制のメリットが出ない，時間割が組みにくい
との問題点も指摘さていますが，そこは通年をベースにし
たシステムの問題で，一日でも早く後期登録が可能なよう
に全学的に働きかけを行っています。04年あたりにはこれ
が実現するかもしれません。
〈商業学科：3コース制〉
2000年4月入学生から商業学科では「マーケティング」，
「金融・証券・保険」，「産業システム」の3コース制となり
ました。商学部では商学，会計学，経営学，経済学，情報
関連科目など非常に広い領域の専門科目が用意されている
ため，「自由に自分の好きな領域を勉強できる」反面，「取
りやすい科目だけ履修する」といった弊害もあったからで
す。卒業時に何を集中的に学んだかが第三者にも伝わるよ
うに，コースごとにその専門領域に学習を集中させようと
いうものです。
〈会計学科：職業会計人あるいは財務アナリスト〉
会計学科もカリキュラムが一新されました。学生の自主
性を重んじ，必修科目を廃止し，科目履修の自由度を高
め，多様な学生のニーズに応えること，基礎的な科目の学
習における少人数教育を可能な限り推し進め，会計学科に
おける学習の基盤となる基礎的知識の修得を徹底するため
の刷新です。より専門的に，より会計学を深く学べるよう
になりました。
〈オフィスアワーの導入〉
商学部では毎年何か学生のためになる新しい試みを取り
入れたいと考えています。商学部でも学生が先生方の研究
室を自由に訪れることができるオフィスアワーを来年度よ
り導入します。受講科目についての質問が多いことが予想
されますが，オフィスアワーは原則としてオープン。皆さ
んにとって興味深い研究領域の先生がいたら，他学部の学
生であっても Welcome ! です。（内野明）
 （平成14年12月15日，387号）
②セメスター制の活用で「社会知性」磨く―半年間で集
中的な学習
商学部では，2000年4月から，専門科目にセメスター制
を導入しています。セメスター制とは，半年（セメス
ター）を学習の一区切りとするもので，週1回の講義で1年
かかるような内容（4単位）であれば，週2回講義を行って
半年で完結させるものです。
このようなセメスター制には，ひとつの科目を半年間で
集中的に学習できるという利点があります。たとえば，前
期に4単位の科目を履修して基礎固めをした上で，後期に
は，より発展的な科目を履修することが可能となります。
このようにして，専門分野の力をつけておくことによって
就職活動にも役立ちます。
セメスター制の履修科目は前期のスタート時に登録して
前期の終了後，成績を通知します。後期の履修科目は前期
の成績を踏まえて後期のスタート時に履修の修正をするこ
とができます。商学部では本年度からこれが可能になり，
セメスター制の効果がさらに大きくなりました。
〈2年次で重要な選択2つ〉
このように科目の履修登録や成績通知の体制が整い，半
期一区切りが明確になったことから，商学部では，2年次
の前期に学生が勉強するうえで重要な選択をすることにな
りました。ひとつは，商業学科の学生にとってのコースの
選択です。商業学科には現在，マーケティングコース，
ファイナンスコース，産業システムコースという3つの
コースがあります。2年次の前期に専門科目の学習が進ん
できた中で，自分が商業学科のどの分野に特に力を入れて
学んで行くかをコースで選択するのです。2年次前期のも
うひとつの重要な選択は，ゼミナールへの応募です。商業
学科，会計学科ともゼミナールは2年次の後期から始まり
ます。したがって，自分が選択するコース等を踏まえてゼ
ミナールに応募することになります。2年次の前期にゼミ
ナールの選考が行われるため，多くのゼミナールでは1年
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次の時の成績が選考の資料として使用されます。1年次の
時に努力すればゼミナールの選考で有利になる可能性があ
ることは，勉強の励みになるでしょう。
以上のように，商学部では2年次の前期にコースやゼミ
ナールを選び，夏休みが明けた2年次の後期から自分が選
んだ専門分野の学習を進めていくことになります。その時
点から，就職活動が本番となる3年次の終わり頃までに，
セメスターが3つありますから，「社会知性」を磨く機会も
十分にあると言えるでしょう。（手嶋宣之）
 （平成16年11月15日，410号）
③学部改革の集大成「マーケティング学科」スタート
商学部では，2006年4月から，従来の商業学科を刷新
し，マーケティング学科をスタートさせます。
この間，商学部では，2000年4月のセメスター制（半期
集中制）導入を中心とした学部全面改革を皮切りに，05年
4月の会計学科改革まで，ほぼ毎年，教育内容の見直しを
進めてきました。マーケティング学科の発足は，いわばそ
の集大成ともいえるものです。ちょうど05年は，専修大学
における「商学部創設40周年，商学教育100周年」の年に
あたることから，101年目から現代的で時代にマッチした
名称と教育内容で，商学教育の再スタートを切れること
は，たいへん感慨深いものがあります。
さて，06年マーケティング学科発足に至るまでに積み上
げられてきた商学部のカリキュラムの特徴は，次の3点に
集約できます。
①セメスター制：商学部のような現実世界と密着した実学
系の教育との適合度が高い制度といえます。前期の成績
をみて後期の履修を組み替えることができたり，海外留
学に挑戦しやすいなど，学生にとっても学びやすい仕組
みです。
②学生の顔が見える少人数教育：1年次のいわゆる導入教
育（商学基礎，基礎演習，情報基礎，基礎数理，現代経
済など）と，クラス担任やゼミナールの教員との対話の
機会をともに充実させ，学生一人ひとりの顔がみえる教
育を目指しています。
③将来の仕事，進路，資格を意識した専門的職業教育の充
実：マーケティング学科では専門分野の方向に応じた4
コース制（2年次後期から）を，会計学科では目指す資
格や職種に応じて履修モデル制をとっています。
〈実践的な4コースを設置〉
コースの内容，特徴は次のとおりです。
・マーケティングコース：顧客を満足させ，社会に貢献
し，企業の利益を創造するための理論と実践を学ぶこと
を目的に，企業や社会の最新動向に対応した講義・演習
を豊富に展開しています。
・ファイナンスコース：現代の金融ビジネスに注目しなが
ら，ファイナンスの基本理論を金融・証券・保険の3つ
の側面から理解できるように，金融サービスの本質が学
べるカリキュラムが組まれています。
・グローバルビジネスコース：グローバルなビジネス環境
の中で優れた問題解決能力を持つリーダーを育成するこ
とを目指しています。また，ベンチャービジネスなどの
新しい事業を起こしたり，企業や組織の企画や立案等の
できる人材の育成も目指しています。
・ビジネスインテリジェンスコース：公務員，高校情報免
許の取得，IT 関連企業での活躍，海外留学などを目指
す学生を対象に，情報を中心とした現代社会のコミュニ
ケーション・ツールを用いてビジネスインテリジェンス
の開発を目指します。（渡辺達朗）
 （平成17年11月15日，422号）
④日々接する社会を学ぶ―経験と授業はコインの裏表
子供の頃，練習の末に初めて逆上がりができたとき，一
輪車に乗れたときの喜びを覚えていますか。ちょっと成長
できたこと，努力が報われたことが，たまらなく嬉しかっ
たことでしょう。大学での学びも同じです。今まで知らな
かったことを知る，できなかったことができるようになる
喜びに満ちています。
商学部での学びは，実社会での経験と深く結びついてい
ます。皆さんは消費者・生活者として，日々多くのことを
経験しています。たとえば，コンビニエンスストアで買い
物をします。雑誌売り場はどこにあるでしょうか。必ず道
路に面したガラス窓の前にありますね。では，化粧品や
シャンプー・歯磨き売り場はどこでしょう。必ず雑誌売り
場の向かいにあります（お店で確かめて下さい）。なぜで
しょう。理由は，消費者の心理や行動にあります（答えは
授業で……）。株式投資をしたことのある人もいるでしょ
う。どんな株式に投資したらよいでしょうか。業績の良い
企業を発見する（財務諸表分析），投資家の心理を分析す
る，株式市場の成り立ちや構造を知る（ファイナンス）こ
となどにより，より的確な投資ができるようになります。
商学部では，皆さんが日々接している社会やビジネスに
ついて学びます。社会での経験が大学の授業をおもしろく
し，大学の授業が社会で活躍する能力を高めます。社会で
の経験と大学の授業は，コインの裏と表です。それを理解
すると，学びは楽しいものになり，大学は成長の場になり
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ます。
商学教育・研究のパイオニア
専修大学商学部は，今から100年以上昔，明治38年
（1905年）に創設された商科を起源としています。同時期
に，早稲田大学，明治大学，中央大学，日本大学などでも
商科が創設されました。これらの大学と共に，商学のパイ
オニアとして教育・研究をリードしてきました。
専修大学商学部は，会計学科とマーケティング学科から
なり，マーケティング学科はさらに，マーケティングコー
ス，ファイナンスコース（金融を中心に学ぶ），グローバ
ルビジネスコース（経営学を中心に学ぶ），ビジネスイン
テリジェンスコース（経済学・情報学を中心に学ぶ）に分
かれています。
全体で74人もの教員がいるため，会計，マーケティン
グ，ファイナンス，経営，経済，情報など，皆さんの多様
な志望に広く深くこたえることができます。大学で学びた
いことが既に決まっている方には，1年次から高度な専門
教育を行います。
日本有数の教育水準
大学には，それぞれ特徴があります。専修大学商学部に
は，会計とマーケティング分野で，日本で最も多くの教員
がいます。これにより，他大学に比べ，会計・マーケティ
ングを幅広くかつ深く学ぶことができます。もちろん教員
の数だけではなく，教育や研究の質においても，日本有数
の水準にあります。
「計理の専修」の名にふさわしく，会計学科では多くの
優れた教員により，1年次から密度の濃い専門教育を行っ
ています。また，マーケティング分野においては，企業の
社会的責任，環境マーケティング，地域マーケティングな
どを含め，先端的かつ実践的な専門教育を深く学ぶことが
できます。さらに，ファイナンス分野においては，実践と
理論のバランスのとれた教育を行っています。会計，マー
ケティング，ファイナンス，ビジネスなどに興味を持つ皆
さんには最適の学部です。
専修大学商学部では，皆さんの社会経験に基づいた興味
や関心を活かしながら，幅広く深い教育を受けることによ
り，優れた専門的能力を獲得できます。そして，在校生の
高い能力は社会からも大いに評価されています。たとえ
ば，首藤昭信ゼミナールでは，会計情報を活用した投資戦
略の提案により，「日経 STOCK リーグ」（株式投資コンテ
スト）で連続入賞しました。また，渡辺達朗ゼミナールで
は，地域との交流を通じたショッピングセンター活性化の
ための提案により，ショッピングセンター協会主催の研究
発表大会で準優勝しました。
専修大学商学部に少しでも興味を持ったなら，商学部入
学パンフレットを見て，オープンキャンパスや模擬授業に
来て下さい。学ぶ楽しさと成長する喜びを実感できること
でしょう。（熊倉広志）
 （平成18年8月15日，431号）
⑤ダイナミックに2学科制―常に「教育改革」をリード
2000年，商学部は長年手直しを続けてきたカリキュラム
を一から作り直し，コース制導入とともに新たなスタート
を切った。4単位の専門科目の講義を週2回行い，半期（半
年＝1セメスター）で集中的に学習できる体制である。
別紙にあるように，02年には情報科教員免許取得が可能
となるように情報科目を整備し，04年には商業学科の導入
科目を強化しつつコース名称の変更を行い，さらに05年に
は演習科目を導入した会計学科のカリキュラム強化を行っ
た。06年には歴史があり伝統があった商業学科の名称を，
よりスマートな，時代に対応したマーケティング学科に変
更した。さらに3コースを再編し，選択の幅を広げた4コー
ス制がこの9月から本格的に始まる。
このような教育改革は，他学部の学部改編やカリキュラ
ムの変更に大きな影響を与えてきた。すなわち商学部は専
修大学の教育改革の発信地の役割を担ってきた。
この間われわれ商学部の教員は，学生のためになると考
えられる改革は，本当に成功するかどうか分からなくて
も，ともかく試み，もし失敗なら修正すれば良いという感
覚を体得してきた。
しかし，体制の整備はようやく一巡し，外から見える改
革から，内の充実，教育内容そのものの充実に重点を置き
換えるべき時期にきているとの認識も一方にある。
インターンシップは，教員の手間の割には学生にとって
の成果が少なそう。この労力はほかの充実に振り向けよう
と考えてきたため，本年度他学部に遅れてのスタートなっ
た。しかし，グローバル・アクティビティ，キャリアディ
ベロプメント，ビジネスインテリジェンス，ビジネスモデ
ルシミュレーションなどの新たな科目がスタートを迎えよ
うとしている。
2000年 専門科目セメスター制・商業学科3コース制
2001年 2年次後半より専門ゼミ開始
2002年 情報科教員免許取得可能へ
2003年 オフィス・アワーの導入
2004年 商業学科導入科目強化，コース名変更
2005年 会計学科カリキュラム強化
2006年 マーケティング学科へ名称変更
2007年 4コース制始動
137
これらについては，科目間の連動，コース専門科目間の
学生配当や開講時期など，実際にスタートさせ，実践を通
して調整が必要である。このような科目を多く抱えたマー
ケティング学科が商学部の一方に存在する。
それに対して昨年，公認会計士試験現役合格者3人を出
し，05年のカリキュラム強化の成果がすでに現れ始め，今
後の成果が大いに期待される会計学科が対置される。
商学部という大きな枠組みの中に，1年次から会計に特
化した形のカリキュラムを展開する会計学科と，基礎専門
を学びつつ，本当に学習したい目標をつかんでからコース
を選択していく，広く学びながら焦点をじっくりあわせて
いくタイプのマーケティング学科。
それぞれの特色を出しつつ，両学科のダイナミックな動
きが互いに影響しあう商学部。これからは，そのダイナミ
ズムが教育内容の充実，内面の強化へ向かうことが大いに
期待される。（内野明）
 （平成19年8月15日，443号）
⑶ゼミナール紹介
①山下ゼミ
（山下文明商学部教授＝受講者4年生11人・3年生15人）
資源に乏しく，国土面積も狭く，しかも人口の多いわが
国が，将来安定した発展を遂げていくためには，世界の経
済交流の進展に即応しつつ，海外諸国との自由な交易の円
滑化と国際分業体制の確立が必要とされる。
山下ゼミは，昭和38年開講以来，マーケティング研究の
中に国際性を取り入れ現在グローバル・マーケティングの
体系化を中心課題として春合宿や夏合宿，学内討論会やイ
ンナー・インター大会で自己啓発がはかられている。卒業
後も OB（OG）定例会がもたれ先輩・後輩の人間関係も
よい。各国の留学生も多く卒業しており，現在も4人が共
に学んでいる。山下教授は，海や山を愛する自然派であり
ながら，メカにも滅法強く，外洋クルーザーを操船しなが
ら，ワープロで原稿を打つのを楽しみにされている。われ
われは厳しさと和みを感じている。（報告者：商学部商業
学科3年・大前和義）
 （昭和59年9月20日，176号）
②飯田ゼミ
（飯田謙一商学部教授＝受講者4年生11人・3年生15人）
飯田ゼミでは，「日本的経営」をテーマに，特にその特
質，そこにおける組織・人事問題ならびに，日本的経営の
国際化に関して，多くの文献や資料に検討・考察を加えな
がら研究を行っている。
ゼミの運営方法は，学生を4つの班に分け，毎回各班が
レジュメを作成し，それをベースに全員で積極的な討論を
行い，知識の修得を行っている。
当ゼミは，春と夏に各1週間厳しい合宿を行う一方，イ
ンナー大会に積極的に参加して，ゼミ生の学業向上と人格
形成をはかっている。また特筆すべきことは，国際的視野
を養い，海外企業の実態を知るため，昨年タイ国で1週間
の海外研修を実施して，多大な成果をあげたことである。
（報告者：商学部商業学科4年・真柄俊彦）
 （昭和60年7月15日，186号）
③横森ゼミ
（横森豊雄商学部助教授＝受講者4年生10人・3年生11人）
横森ゼミでは「商業政策」をテーマに，商品の流通に係
る様々な問題と，それに関連する公共政策の目的と手段，
結果について研究している。今年度は，「80年代の流通産
業ビジョン」というテキストを用い，発表者と，討論者に
交互に分かれ意見をかわし，両者納得がいくまで一つの問
題に取り組んでいる。
また当ゼミでは，「よく学び，よく遊べ」というのが
モットーであり，春夏2回行われる合宿では，自他ともに
認めるサッカー狂であり，スポーツ万能の横森先生ととも
に春はスキー，夏はサッカーやソフトボールなどの各種の
スポーツを取り入れ全員で楽しんでいる。当ゼミはスポー
ツ好きの者が多く集まっていて，団結力は固いものがあ
る。（報告者：商学部商業学科3年・三津田泰）
 （昭和60年11月20日，189号）
④夷谷ゼミ
（夷谷廣政商学部教授＝受講者4年生7人・3年生8人）
我々夷谷ゼミでは，研究を通して「理論形成ができる
力」を養うことを目的としています。そのために，会計学
の分野に縛られず，社会科学，自然科学の分野にも目を向
けて，常に既存の概念に疑問を持ち，研究を進めていま
す。ですから我々のゼミにはテキストはありません。自分
達で問題を見つけ，その問題を解決すべく，理論を構築し
ていくという形をとっています。
昨年と今年は「企業倒産の予測」をテーマに，コン
ピュータを問題解決の一つの手段として取り入れていま
す。「世の中の本当の姿とは何か」という事を常に頭に置
き，仲間と共に生みの苦しみを感じながら研究を続けてい
ます。（報告者：商学部会計学科3年・松野辰美）
 （昭和61年1月20日，191号）
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⑤萩原ゼミ
（萩原稔商学部教授＝受講者4年生8人・3年生8人）
私たちのゼミナールのテーマは，「商業政策とマーケ
ティング」です。商業政策では国内商業及び国際貿易の両
政策を取扱い，マーケティングでは，スタントンの「Fun-
damentalsofMarketing」をテキストに，ミクロとマクロ
の2つの側面から研究をしています。
活動内容としては，3年生はテキストの外書購読を通じ
て基礎理論の理解につとめ，毎年12月に行われる他大学と
の討論会を目指して一丸となって勉強します。
4年生は卒業論文の作成のかたわら，3年生の指導につと
めます。卒業論文のテーマは，ゼミナールのテーマが広い
だけに広い範囲から各自自由に選択するので，個性的なも
のが多く，研究室に置いてある20数年分の卒業論文には，
あらゆる種類のテーマが並んでおり，見ているだけでも退
屈しません。
本ゼミは，週1回だけですが，どこからどんな質問が飛
んで来るか見当がつかないので，それに備えてサブゼミは
随時行っています。
活動内容だけを聞くと，勉強ばかりしているように思わ
れますが，本ゼミで緊張した分，それ以外の所では，萩原
先生の豊富な知識や体験の中から貴重なお話をしていただ
いたり，ゼミ生も一人一人話をしたり，時には先生のお宅
におじゃましたり和気あいあいとした時間を過ごします。
春と夏の年2回の合宿では1日中勉強する日と，テニスな
どをして1日中遊ぶ日とを作り，ゼミ内の親睦を深めてい
ます。先生は，お忙しい中そのどちらにも喜んで参加して
くださいます。
四年生は卒業ですが，新ゼミ生を迎え来年度もゼミの和
の中から個性を発揮できるよう活動していくでしょう。
（報告者：商学部商業学科4年・浅野宏子）
 （昭和62年1月20日，202号）
⑥岡部ゼミ
（岡部光宏商学部教授＝受講者4年生13人・3年生14人）
私たち岡部ゼミナールは，「経営行動の研究」をテーマ
に勉学しております。そのためにもバーナードの説く協働
と組織についての基本的考察を土台として，行動科学にお
けるリーダーシップ論や，企業のイノベーションの本質等
といった，現代社会に直結する諸問題の考察を行っていま
す。
主たる活動は週1回の本ゼミと3年生が自主的に行ってい
るサブゼミで構成されており，活動内容は『行動科学の展
開』のレポート発表を毎週1人ないし2人が行い，これに対
する質疑，応答，さらにゼミの後半では困難とされる C・
I・バーナード著の『経営者の役割』の輪読および精読を
行い，経営組織理論の理解を一歩一歩確実に進めていま
す。これには相当のエネルギーと時間をかけております。
また春と夏にはゼミ合宿を行い，ゼミ内の親睦の深化と
共に岡部先生とのコミュニケーションによって得られる新
たなる一面を見られることもあります。
指導いただいている先生は1冊の書物の完全理解を大切
にされ，厳しい指導の中にもゼミ員個人個人の成長に対し
て十分なる配慮を下さっております。
特に卒業論文作成の際において，個々人の個性と選択し
たテーマに従い，熱心かつ丁寧なご指導には感謝の意を痛
切に感じる次第であります。
今年で13年目を迎えるわがゼミの歴史において現役ゼミ
生と OB の方々との交流もより一層深まり，新たにまた大
きな一歩を踏み出そうとゼミ生一同，勉学およびゼミ活動
に燃えております。（報告者：商学部商業学科4年・四条信
仁，3年・鷹崎正彦）
 （昭和62年6月20日，207号）
⑦津村ゼミ
（津村英文商学部教授＝受講者4年生11人・3年生12人）
われわれのゼミは，商学部で唯一「日本経済と証券市
場」という大きなテーマに取り組んでいる。
まず主なゼミ活動として，3年，4年と独自に研究を進
め，各学年のゼミ活動では2，3名からなるグループをいく
つかつくり，自ら設定した興味あるテーマについて研究
し，月に1，2回その成果を発表している。それについて全
員で討論するのであるが，単なる意見の交換に終始するの
ではなく，疑問に思う箇所について厳しい質問が出され
る。
先生は，討論中口をはさむことはほとんどないが，疑問
箇所について発表グループが満足の行く答弁をすることが
できない場合に，先生の意見を求めることになる。
このようにゼミを進めることにより，発表グループはよ
り一層知識を深めることができるし，他のゼミ員は自分た
ちのグループでは勉強が及ばない分野に関しても，知識を
得ることができる。
以上のような週1回の本ゼミの他に，春季，夏季のゼミ
合宿，ゼミ連主催のソフト・ボール大会への参加，また他
の大学で証券に関して研究を深めている学生たちとの討論
の場である証券ゼミナール大会への参加などを毎年行って
いる。
卒業後は金融機関や大手の証券会社を中心として，例年
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就職も順調である。
私たちのゼミは，授業中は厳しく，主体性が尊重される
が，ゼミ以外では飲みに行ったり，ビリヤードを楽しんだ
りしておりとても雰囲気のよいゼミナールだと思う。（報
告者：商学部商業学科3年・石井一義）
 （昭和63年2月12日，215号）
⑷留学生私とニッポン
①博士号をとるのが夢
（蔡
サイ
　雪
シューホエ
恵さん　大学院商学研究科商学専攻修士課程2年，台
湾）
ついこのあいだ専修大学に入ったと思ったら，もう2年
近くが経ち，まもなく大学院の修士課程も卒業です。
これからの進路ですが，実は修士を卒えたら，台北の商
業関係の専門学校から「副教授（日本でいう助教授）で来
てほしい」といわれているのです。日本の大学の新学期は
4月ですが，台湾は9月ですので，帰国するとすれば来年9
月から教壇に立つことになります。でも，私としてはまだ
まだ学力が足りません。できれば専大で大学院の博士課程
に進み，もう3年間，マーケッティグ論を中心に財務や経
営分析，会計学の勉強をしたいと思っています。
ただ気になるのが台湾の家のことです。兄は台北の銀行
に勤め，二人の弟も台中に行っていて，宜蘭（ぎらん）の
実家にはいま両親だけが住んでいます。しかも母は血圧が
高くて身体の具合があまりよくないのです。それで夏休み
を利用して，8月20日から20日間，久し振りに台湾に帰っ
てきました。5人のこどもがみな家から離れてしまい，寂
しい思いをしていたようで，大変な喜びようでした。
そのとき，父に将来のことを相談しました。両親として
は台湾に帰って専門学校に勤めるのを願っているようで
す。でも，自分ではもう3年，博士課程で勉強したいと話
したら「そんなに勉強したいのなら，それでもよいだろ
う」といって許してくれました。
専大の博士課程の試験は，日本語による論文と英語，そ
れに面接で，大変むずかしいと聞いています。私は英語が
あまり得意でないので，果たして進学できるかどうかも心
もとないのですが，何とか頑張ってみたいと思っていま
す。
それにしても，日本の大学生はいいですね。アルバイト
をし，夏休みには海外旅行などに行けて実に恵まれていま
す。しかし，私たち留学生はそうはいきません。私は現
在，4畳半のアパートに住んでいるのですが，部屋代に3万
円，それに学費，本代，生活費を入れると，月に最低でも
11，2万円はかかります。ですから贅沢はできません。
私は夜型人間なので，学校から帰って夕食をとると寝床
に入り，午前零時ごろから起きだして朝まで勉強します。
結婚はいまのところ考えていません。第一そんな相手も
いませんし，といって一生独身で通すつもりもありませ
ん。将来，結婚するとすれば，明るく誠実な人がよいです
ね。台湾の人でも，日本の人でも構いません。でも，いま
は勉強のことで頭がいっぱいです。そして，将来，マーケ
ティング論で博士号をとるのが夢なのです。（平成2年11月
20日，248号）
②身にしみる……日本人の友情
（林
ラム
　志
チー
　軍
クン
君　商学部2年，マレーシア）
私の出身地はマレーシアの最南端「ジョホール」です。
首都・クアラルンプールに次ぐ近代都市です。
ジョホール海峡をはさんでシンガポールを臨みます。高
層ビルが林立するシンガポールに負けじと，近代産業の発
展も目ざましく，マレーシアでも有数の裕福な，平和な都
市です。
日本企業の進出も目ざましく，5年前にマレーシア国産
の自動車産業が三菱自動車と合弁で技術を導入し発展しま
したが，なぜかいまはダイハツに変わったようです。
高校は理科系でしたが，私はどうも理科系に強くなく，
いずれは興味のある商業・経済へ進もうと思っていまし
た。折からマレーシア政府は“LookEast”の政策を掲げ
て強力に推進していました。戦後，急速に発展して経済大
国にのし上がった“日本に学べ”という政策です。私はそ
れに深く共鳴して，日本で経済を学ぼうと日本留学を決意
しました。
父に相談した結果，快く許してくれました。父は保険会
社の役員をしていますが「子供が外国留学を希望するなら
かなえさせてあげたい」と―。だから長兄と姉は台湾の
大学に留学し，兄は医科大学で医師をめざし，あと1年で
卒業。姉は大学を卒業して現地で社会人に，そして妹はい
まオーストラリアの大学に留学中です。
そして私は，92年4月に日本にやってきました。すぐに
日本語学校へ通いました。何しろ日本語はアイウエオも満
足にできないほどでした。苦労もしました。でも，92年12
月に専大を受験，運よく合格しました。うれしかったです
ね。でも，これは父のお陰と感謝しています。というの
は，日本留学について父と次の約束をしました。「仕送り
は十分にするから，生活のためのアルバイトはしない。勉
強に精を出せ」とのことでした。
1年次はがんばりました。授業のとき黒板を使わない先
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生や，聞きとれない先生の授業は，あとで友だちのノート
を借りて勉強しました。日本人学生の友情が身にしみてあ
りがたかったです。2年次のいまは授業にも慣れてもう大
丈夫。奨学金もいただき，社会勉強のつもりで余裕のある
ときはちょっぴりバイトをはじめたので，大きな出費がな
い限り，いまのところ父からの仕送りは返上しています。
3年になったらぜひゼミに入って，証券や金融の勉強を
したいなと思っています。
 （平成6年11月15日，292号）
③コンピュータと毎日にらめっこ
（金
キム
　 鐘
チョン
　植
シク
君　商学部2年，韓国）
ソウルから1時間ほどの忠南牙山群が私の生家です。
高校のころはスポーツばかりに熱中していて，勉強はお
ろそかにしていました。そのあと陸軍の兵役に3年服しま
したが，射撃が得意だったので狙撃兵でした。
徐隊して1年半ほど住宅関連の公社に勤めましたが，昇
進のときどうしても大卒でないとおくれてしまう。それが
ショックでした。そこでアジアの先進国・日本へ留学しよ
うと決意しました。家族や周りの人は「公社は入りたくて
も入れないところだから，やめなくても……」とみんな反
対しました。でも私は，自分の人生は自分で決めると強引
に押し切って1990年9月に来日しました。
まず日本に着いてびっくりしたのは，円高より何より，
震度3の地震に見舞われたことです。日本は地震の多い国
とは知っていたが，“初体験”だけにふるえ上がりました。
いま私はコンピュータに魅せられています。とても韓国
とは比べようもなく進歩しています。授業のない日でも，
土曜日でも，必ず大学に出て情報科学センターでコン
ピュータとにらめっこの毎日です。午後7時に閉館すると
今度は図書館で勉強します。図書館には文献もそろってい
て，あれも，これも目うつりしますが，とても読み切れる
量ではありません。だから，いつも夜おそくなってから帰
ります。
商学部の授業も充実していて，講義もよく理解できるよ
うになりました。
これからはコンピュータにしろ，勉強にしろ，たとえ時
間がかかってもしっかりマスターできるようになりたいで
すね。とにかくやり抜くしかない気持ちでいっぱいです。
日本にやってくるまでは長男ですし，卒業したら韓国に
帰って役に立つ人間として活躍したいなと考えていました
が，まだまだ学ぶところが多いから，この分ではもっと上
に進んで学問を究めてみたい気持ちもあります。
私は付き合いべたで韓国の留学生ともあまり交際はあり
ません。1年次のときはたまに一緒に酒をのんだこともあ
りましたが，いまはその機会もありません。それと一度
“遊びぐせ”がつくともうあとへ引けませんから―。い
まは“じっと我慢の子”です。
そうそう，私の高校・天安北一高は野球の名門校で全韓
国でいつも優勝，すでに20回は全国制覇しています。私は
格闘技でしたが，誇れるのはそのくらいかな。
 （平成6年2月15日，293号）
④ゼミが大好き楽しくて充実
（高
コウ
　嵐
ラン
さん　商学部3年，中国）
北京の高校を出たときに，考えました。このまま国で大
学を出て平凡な生活を送ろうか，それとも異国で勉強しよ
うか―と。でも，せっかくの青春なのだから，ちょっと
冒険をしてみたら何か自分の人生が見えてくるんじゃない
かな，そう考えて，日本留学を決めました。たまたま妹も
ひと足早く日本の大学に入っていたし，当時，母も中国政
府対外経済貿易部にいて日本との貿易を担当していて，日
本には親近感がありました。その母の奨めもありました。
そんなことで日本に留学して，もうかれこれ4年がたち
ました。私は数学が得意だったので，迷わず商学部会計学
科に入りました。入学当初は専門用語が多くて授業につい
ていくのに四苦八苦しましたが，いまではどうやら日本人
学生に伍していけると自負できるようになりました。
それは，2年生のとき入会が許された松原成美ゼミのお
かげだと思っています。松原ゼミは30人ほどですが，私は
27期生。まるで“幸せ家族”のように楽しく，それでいて
勉強には厳しく対応しています。留学生は私ひとりです
が，ゼミ生のみんなが助けてくれて，とても楽しく勉強し
ています。いまは12月に開かれるインナー大会に向けて特
訓の明け暮れです。「リース取引会計の基本」がそのテー
マですが，インナー大会での模擬問答集をつくったりと，
大会に遺漏のないよう懸命で，とても充実していて素敵で
す。
卒業後の将来のことを言えば，私は英語で会計学を学び
たいと考えています。中国ではずっと英語を勉強していた
ので英語はどうやら話せるので，アメリカで英語で会計学
をやるのが夢です。
いま私は，こんなことを考えています。人の“輪”の中
にいるときは自分がわからないけど，一歩そこから出て外
から眺めると，自分が輪の中で何をしていたのかを冷静に
見据えることができます。日本に来て中国を見ると，それ
が言えます。日本に留学をして本当によかったと思いま
す。その“輪”は，ゼミにも通じます。たまには外に出て
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改めて自分を見直すと，ゼミのよさがとてもわかります。
後輩の留学生が一人でも多くゼミに入ることをお奨めした
いと思います。
 （平成7年10月15日，302号）
⑸公認会計士試験に合格して
①公認会計士2次試験―三浦，小野，小田の3君　18.3
倍の難関突破
このほど，本年度の公認会計士第二次試験の結果が発表
され，専修大学から三浦洋輔君＝商学部会計学科3年，小
野翻陽斗（はやと）君＝商学部会計学科4年，小田項一君
＝商学部会計学科（昭和50年卒）の現役2人，OB1人の計3
人が合格した。
昭和51年度の公認会計士第2次試験は，7月20日から3日
間慶応大学で行われ，10月7日に合格発表された。それに
よると，全国の総受験者数5795人。そのうち合格者は，
321人で合格率は5.5％で二次試験制度ができて以来，第3
番目に低い合格率であったが，専大からは，現役，OB27
人が受験して3人がパス（合格率12.5％）したのだから好
成績といえる。
大学では，三君の努力をたたえるとともに，後輩を激励
するため11月12日午後6時から神田校舎15階ホールで祝賀
会を開いた。
出席者は，計修会（専修大学会計学研究所　公認会計士
試験研究室）の男女学生約50人のほか，大学の教職員およ
び，育友，校友ら関係者約100人。
相馬総長，高橋学長，森口理事長，同会室長の石渡商学
部教授からお祝いのことばが述べられ，川島記念奨励賞が
授与され，計修会から記念品が贈られた。そのあと計修会
指導教員の桧山信男商学部教授が，「昭和24年に2次試験の
制度ができて，専大からの合格者は累計47人に達した。今
後とも合格者が増えるように努力する」と近況報告を行っ
た。
引き続き合格者を囲んで同じ道をめざす後輩との歓談が
続いた。公認勉学団体計修会は，神田校舎の一室を使って
室員達が公認会計士への道をめざして夜遅くまで頑張って
いるが，“紅三点”の一人経営学部2年の園部佳子さんは，
「男子が同等に扱ってくれるのがうれしい。講習会なんか
を中心に指定された勉強会にはほとんど出てるし，会にも
溶け込んでいけます。まだ女子の合格者はないそうですか
ら最後まで頑張ります」と感想を語っていた。
 （昭和51年11月20日，89号）
②公認会計士に合格して―商学部3年　三浦洋輔
自分を練りつけた PR 綿密な計画，周到な準備
公認会計士第二次試験に合格した現在，本学に入学して
以来約2年半という受験生活は，あっという間の出来事で
あった。
私は，普通高校から本学に入り商学部の会計学科に籍を
置いて，計修会の室員の一人でもある。
ここで普通高校出身者と商業高校出身者のどちらが有利
かといえば，一応高校で簿記その他2次試験の科目に関係
あることをやってきている後者が有利といえるかもしれな
いが，それがかえってマイナスになることもある。つまり
なまじある程度知っているとそれを過信して適当に勉強を
やってしまう人がいる。それなら無の状態からやっていく
者の方が物事を素直に受止めるし，伸びも早いと言える。
ちなみに計修会の最近の合格者をみると両者の比率はほぼ
同数であり通算してみるといくらか商業高校出身者が多い
くらいである。またこの試験を受験するのに学部はさして
関係ないのではなかろうか。確かに商学部の会計学科が最
も有利だと思えるかもしれないがそれは単に専門科目に2
次試験の科目がすべてあり，自分でこの試験のために勉強
したことが学校の授業にいくらか役立つというのに過ぎな
いと思う。
私が公認会計士という道を歩むことを決心したのは高校
3年の時であり，その理由は，自分の性格から考えてみ
て，普通のサラリーマンにはむいていないと思い，それな
ら一応自由業である公認会計士の道に進み，自分の一生を
かけてみたいと思ったのである。つまり自分にとって仕事
が生甲斐をもてるものにしたかったのである。
そこで大学も商学部だけを受験し，そして本学に入学
し，すぐに計修会に入室したのである。1年の時は会計3科
目をやったのであるが，私は普通高校出身なので簿記を全
く知らず，最初はなかなか理解できなかったし，講習が
ハードスケジュールで実施されたため2級になるとついて
いくのがやっとで，わからないところがいくつもでてき
た。だから少しオーバーだが，自分の能力に疑問を生じて
やめたくなったこともあった。しかし自分で一度やるとき
めたことを途中で投げ出したら，一生中途半端な人間とし
て何をやっても同じことになってしまうのではないかと思
い，かつ自分にそう言い聞かせて，とにかく所定のカリ
キュラムに少なくともついていけるように努力した。また
私がこの試験を受験することは，親戚の人も高校時代の先
生も知っており，その体面上絶対に合格しなければならな
いんだということを考えたこともあった。このように自分
の家の者以外の人達に対して受験するという事実を知らせ
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ることは自分自身を縛りつける一つの手段となるかもしれ
ない。つまり人間の中には，苦しいことがあると何らかの
逃げ道を捜して，それをみいだすやそこへ逃げ出そうとす
る人がいるからである。そうこう考えながら1年の間はと
にかく与えられた科目をただガムシャラにやった。そして
2年になるやこんどは残りの理論4科目に入ったが，これら
の科目も未知のものであり，さまざまな不安がつきまとっ
た。しかしその反面新しい科目に入る喜びというか，興味
というものもあり，その心境も複雑であるが特に今まで
やった科目が中途半端な状態で終わってしまったことへの
不安というものは常につきまとっていた。しかしこれにつ
いては，いい意味でのあきらめが大事である。そうしない
と次の科目に入っても無意味になってしまうからである。
つまり自分が十分その科目について勉強しなかったという
自覚とか反省というものは持っていてよいが，次の科目を
犠牲にしてまで前の科目をやることはない。そうこうして
いるうちに一応計修会で割当てられた7科目の期間は終わ
り，どの科目も中途半端なままいよいよ受験まで残り数カ
月となってしまった。この時期になると受験生の中には，
自己を顧みて半ばあきらめてしまう人がいる。
私もあきらめというよりいままでの勉強の進度等から勘
案して弱気になったこともあった。しかし本当の勝負は，
2年が終わって7月の受験日までの間であると思う。そこで
私は，試験日までの綿密な計画を立てて，それに少しでも
近づくように努力した。というよりそうしなければうから
ないと思った。しかし気持ちとは裏腹に時だけが過ぎ，な
かなか予定通りいかなかった。そして試験が近づくにつれ
て心の中では，後1週間いやあと1日でも余分に時間があっ
たらという気持ちが湧きあがり，いってみれば時間との追
いかけっこが続いた。そしていよいよ試験当日になったと
きには，とにかくこの3日間の試験に悔いを残さないよう
やるだけのことはやろうと心に誓った。この試験は，3日
間で7科目計14時間の長期戦であるから，その間にわから
ない問題が何問かあるが，本当に合格するつもりならば，
一点でももぎとろうとする気持ちが必要であり，与えられ
た答案すべてを埋める努力をし，とにかく自分のもってい
るものを全部出すことが要求される。しかしその間に必ず
いくつか失敗もあろうが，私は一日一日その試験はなかっ
たと言聞かせ次の日の科目に臨んだ。そうしないと気がめ
いるし，2，3の失敗ならほかの科目で頑張れば取戻せるの
に，そのチャンスを自分でつぶすことになる。
話は変わるが，私は計修会に入っていたため，本の選択
や科目ごとの勉強方法等のアドバイスをうけることがで
き，また科目すべてについて講習もあったので，外部の講
習会は受験日までどこへも行かなかった。外部の講習会の
利用については，よしあしがあると思う。独学の人々は，
何らかの刺激なり疑問を取り除くために，それらに参加す
ることもよいであろう。しかしここで多くの人が，それら
に参加さえすれば自分の能力が高まると錯覚しているらし
い。講習というものは，勉強の一つの指針なり，疑問を解
いたりするものであっても，それ以上のものではないとい
うことである。つまり自分でそれなりの勉強をしていなけ
れば講習は無意味であり，その時間自分で勉強をしていた
ほうがよい。私は東京出身なので，以前ある先輩に東京出
身の人は合格しないということをいわれそんなことはない
んだと奮起したことがあったのを思い出す。要はその人の
気持ちと勉強する場所を見つけることである。幸いにして
私は計修会に入っていたので，場所について問題はなかっ
た。
またこの試験は多くが論述式なので表現力の訓練が必要
であり，単に普通の勉強をしただけではなかなか試験には
通らない。
受験者にとっては，最終的にはグループ学習をしていて
も，受験生活，あるいは試験場においては孤独との戦い，
つまり自分自身との戦いである。悪条件を乗り越え孤独と
の戦いに勝って，はじめて栄光が得られるだろう来年は更
に今年より難しくなる可能性が高い。どうぞ健康に気をつ
けて試験にのぞみ，よい結果をだすよう心からお祈りしま
す。
 （昭和52年1月20日，91号）
③公認会計士（2次）に4人合格―日曜返上の特訓実る
このほど，大蔵省企業財務課公認会計士係から本年度の
公認会計士第2次試験の結果が発表されたが，専大からは4
人が合格するという好成績をおさめた。
合格の栄に輝いたのは原田光一君＝商学部会計学科4
年，桐蔭学園高出身▽杵淵一夫君＝経営学部経営学科4
年，小千谷高出身▽神保信行君＝昭和55年経済学部卒，都
立工芸高出身▽山本祐一君＝昭和54年商学部会計学科卒，
銚子商高出身＝の現役2人，OB2人の計4人。
昭和56年度の公認会計士試験は7月28日から3日間実施さ
れた。受験者数は4,076人で合格者は241人（うち女子9人）
だった（合格率5.9％）。49年（467人），50年（465人）を
ピークに，年々合格者が少なくなっており（昨年は252人
で合格率6.9％）ますます難関となってきた。ことしの歳
少年合格者は20歳，最年長者は42歳だった。また大学別の
合格者数はつぎのとおり。
慶大22人，早大12人，中大10人，一橋大7人，明大5人，
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専大4人，法大2人，横浜国大2人，小樽商科大2人，東大2
人（以下は一名）
専大では，公認会計士試験を目ざす学生のために計修会
という勉学団体を設けている。神田校舎5階に研究室をも
ち，正月などを除き日曜・祝日も午後11時まで利用でき，
指導教授や先輩たちも熱心に指導にあたっている。現在は
毎日曜日に計算答練，毎水曜日に理論答練，そのほか1年
に数回7科目総合答練を行っている。今回の4人の合格者の
うち神保君を除く3人は計修会の会員である。
 （昭和56年10月25日，143号）
④公認会計士試験（2次）に大きな成果　9人がパス―
初の女性合格者も
公認会計士第二次試験の合格者が9月22日大蔵省企業財
務課から発表されたが，専大から一挙に9人が合格，初の
女性合格者も誕生という朗報に，関係者たちは大きな喜び
につつまれている。
昭和62年度の公認会計士第二次試験（簿記論，財務諸表
論・商法・原価計算論・経営学・監査論の7科目）は，7月
21日から23日まで3日間，関東財務局など全国11財務局で
実施された。受験者数は4,635人で昨年を353人上回った
が，合格者は昨年より58人少ない394人で，合格率は8.5％
の難関だった。また，合格者の最低年齢は20歳，最高年齢
は46歳だった。
見事，この難関を突破して合格の栄に輝いたのは―。
・鳥居宏光君＝昭和62年商学部会計学科卒，静岡県立富士
高校出身。鳥羽至英ゼミナール。
・小沢直靖君＝昭和62年商学部会計学科卒，群馬県立渋川
高校出身。
・大林直樹君＝昭和61年商学部会計学科卒，茨城県立緑岡
高校出身。
・戸倉裕治君＝昭和60年商学部会計学科卒，神奈川県立
茅ヶ崎北陵高校出身。
・谷藤雅俊君＝昭和60年商学部会計学科卒，私立岩手高校
出身。
・田上浩子さん＝昭和60年商学部会計学科卒，国学院高校
出身。小島崇弘ゼミナール。
・白坂純一君＝昭和58年経営学部経営学科卒，専修大学付
属高校出身。
・石井敏明君＝昭和57年商学部会計学科卒，専修大学松戸
高校出身。伊藤不二洋ゼミナール。
・森隆男君＝昭和56年商学部会計学科卒，専修大学松戸高
校出身。土屋卓治ゼミナール。
9人の合格者の内訳は，今春卒業したばかりの人が2人，
61年が1人，60年が3人，58年1人，57年1人。一番古い56年
卒の森君は，卒業後いったんサラリーマン生活を送った
が，再び公認会計士試験への情熱を燃やし，再挑戦，3度
目の試験で見事合格した。
過去10年間の合格状況をみると，53年5人，54年4人，55
年2人，56年4人，57年3人，58年3人，59年3人，60年6人，
61年4人と成果を積み重ねて，ことし9人と大輪の花を咲か
せたものである。昨年は3年生の合格者が出たのにつづい
て，ことしは初の女性合格者が誕生したのもうれしいこと
である。
専大では，公認会計士試験を目ざす学生のために「計修
会」という勉学団体を設けている。神田校舎5階に研究室
をもち，正月などを除き日曜や祝祭日も利用でき，指導教
授や先輩たちも熱心に指導にあたっている。合格者のう
ち，1人を除く8人が同会員か，かつて所属した者である。
今回の大量合格に，会員たちの意気も上っている。
【私はこうして試験に臨んだ】
合格するぞ…の信念が大切　田上浩子さん（昭59商）の話
専大在学中から卒業したら自分の個性を活かし，思った
ことを自由に発言できる職につきたいと思っていました。
それには何らかの資格を取得し社会的基盤を持つことだと
考え，公認会計士を選びました。このため専大では計修会
に入るかたわら，受験に備えて受験学校にも通いました。
そして受験にあたっては，自分をギリギリのところまで追
い込み，必ず合格してみせるという意気込みを持つように
心掛けました。少しの甘えも許されないからです。まず不
得意の学科をなくし，基礎をみっちり勉強したかいがあっ
て，試験前の答練模試でよい成績を上げることが出来，自
信がありました。それだけに合格したときはうれしかった
半面，気が抜けたような気になりました。いま振り返って
みて，専大に在学中，小島崇弘先生のゼミをとり「コン
ピュータ会計」について，いろいろとご指導していただい
たことがどんなに役立ったか知れません。二次試験に受か
り，10月から都内でも有数の「サンワ監査法人」に勤める
ようになりましたが，三次試験までのこれからの3年間，
これまでと同様に緊張状態を持続させて目標を達成したい
と考えています。公認会計士の仕事も今後ますますコン
ピュータ化が進みますので，できれば先進国のアメリカに
行って実力をつけられればと願っています。またこれから
は女子受験者も増えると思いますが，どうか気おくれせ
ず，必ず合格してみせるの信念を持ってがんばって下さ
い。
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出勤前に受験学校に通った　石井敏明君（昭57商）の話
公認会計士の試験を初めて受けたのは専大4年のとき
で，これまで港監査法人に勤めながら6度受けたが，簿記
が苦手のため失敗を繰り返した。7科目全部が合格点に達
しなければ受からないので，不得意な学科が1科目あって
も許されない。また合格した人の話を聞くと，出勤前に必
ず問題集の一題を解いたり，睡眠も3－4時間に縮めるなど
人一倍の努力をして難関を突破していることがわかった。
その点で甘かったと反省し，この1年は出勤前に専大近く
の受験学校に通い，退社後も夜9時まで受験一本に打ち込
んだ。特に今年は簿記と原価計算に力を入れた。それだけ
に9月22日の官報で合格を知ったときには，これで肩身の
狭い思いをしなくて済むと思い本当にうれしかった。最近
は公認会計士の試験を受ける人が増えているが，合格する
には，まず得手，不得手の学科をなくすことが第一。そし
て2度や3度の失敗を恐れず，最後までやり抜く信念を持つ
ことが必要だ。
こんど7度目の挑戦で合格したことは，単に公認会計士
の資格を取得できたよろこびだけでなく，物事すべて努力
すれば必ず報われるという信念を得たことが，これからの
人生にとって何より大きな収穫だと思っている。
くじけない強い意志持って　小沢直靖君（昭61商）の話
高校に在学中から将来は公認会計士になろうと心に決
め，カリキュラムの充実している専大の会計学科を受け
た。入学と同時に計修会に入り，3年のとき小手調べに受
験し，4年から本格的に取り組んだが，財務諸表論と経営
学が力不足で失敗した。卒業後も計修会に残る一方，大原
簿記学校に通い必勝を期した。この春，答練を2回受け
て，いずれも合格圏に入ったので内心，今年はいけると
思った。苦しかった受験勉強時代を振り返って何より恵ま
れていたのは，計修会で多くの先輩や同じ受験仲間と机を
並べて勉強できたことで，これが大きな励みとなった。
公認会計士の仕事も，今後ますます国際化，コンピュー
タ化が要請されているので，この面での研鑽を深めたいと
思っている。また，公認会計士を目指している人たちにひ
と言いわせてもらうと，まず受かった人の話をよく聞き，
基礎をみっちりとやること。そして受験科目が7科目と多
いから，苦手の学科を克服することが肝要だ。また試験委
員対策に力を入れている人がいるが，ヤマを外して出題す
るケースが多いから，試験委員対策は自分で安心できる程
度に留めるべきだ。それと，失敗しても気落ちすることな
く，合格するまでは決してくじけない強い意志を持って挑
戦してほしい。
先生や OB のおかげ……　小澤康人商学部教授（計修会顧
問）談
こんな成果をあげられたのも，先生方や OB の熱心なご
指導のたまもので，深く感謝しています。学生たちもよく
頑張ってくれたと思う。うちはまだ受験する者の総数がそ
う多くはないので，おそらく合格率は日本一ではないかと
思う。いま1，2年生の会員がふえており，さらに将来へ明
るい期待がもてる。
 （昭和62年10月20日，211号）
⑤公認会計士を目指す諸君へ―小澤康人
昭和62年度の公認会計士第2次試験は，去る7月21日から
3日間実施され，その合格者が9月22日に公認会計士審査会
より発表された。本学では，9人の合格者を出した。9人の
合格者の皆さんに対し，心からお祝いを申しあげる。
わが国の公認会計士制度は昭和23年7月の公認会計士法
の制定によって設けられた。この制度は国家試験によって
十分な学識と実務経験をえた人に公認会計士の称号を与
え，監査の職業専門家を生み出した。以来，三十数余年に
わたり，わが国財務諸表制度の統一改善とその社会的信頼
性の確保に尽力してきている。
公認会計士試験は3次にわたって行なわれる。
第1次試験は，国語，数学および論文の3科目について行
なわれる。この試験は，大学で，一般教養科目の単位を取
得すれば免除される。
第2次試験は，簿記，財務諸表論，原価計算，監査論，
経営学，経済学および商法の7科目について行なわれる。
第二次試験は，専門的知識についての学力テストであるか
ら，かなりむずかしい試験となっている。第2次試験に合
格し登録すると会計士補となり，その後，実務補習1年お
よび業務補助または実務従事2年以上，計3年を経て第三次
試験の受験資格をえる。
第3次試験は，監査実務，会計実務，分析実務，税務お
よび論文についての専門的な応用能力テストである。第三
次試験に合格し，登録すると公認会計士になる。
本年の9人の合格者は，右の試験の第2次に合格したわけ
である。すでに指摘したように，第二次試験は専門的知識
についての学力テストであるから，かなりむずかしい。こ
のため，また大学のカリキュラムに沿って勉強すると，3
年次，4年次に受験できないから，専門学校に通う学生が
かなり多い。これは，すべての専門学校についていえると
は限らないが，そこでは次回の第二次試験を受験する人の
ために，試験委員の傾向と対策ともいうべき授業をするこ
とが多い。受験科目について基礎知識をもっている受験生
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であれば問題はないが，もし基礎的知識をもっていない
で，傾向と対策によって第2次試験に合格したとすれば，
そのひとは第3次試験の専門的な応用能力テストにパスす
るために必要な基礎的能力に欠けるため，その合格にはか
なりの時間を要することになる。
急がば回れという諺がある。公認会計士の資格をはやく
とるためには，第2次試験の科目を着実に勉強することで
ある。このためにはまず，大学で用意しているカリキュラ
ムに沿って学習することである。
これは二つのことを意味している。その一つは，第二次
試験の7科目だけの勉強を意味しているのではないという
ことである。例えば，商法の勉強をするためには，その前
に民法のなかでも物権，債権の勉強を欠かすことはできな
いし，経済学を勉強するためには，その前に経営数学，経
済数学で取りあげる微分，行列の勉強をしておかなければ
ならない。
さらに，先生方は授業中に試験委員など意識せず，しか
も単に表面的な説明ではなく，その背後にある考え方を講
義されている。このことが将来，必ずプラスの要素として
作用してくる。専門学校もよいが，まず大学の授業に出席
することである。
これから公認会計士を受験しようとする学生諸君は，こ
のことを心の中に深く刻んでおいていただきたい。今年の
第二次試験合格者は，先生方のお話だと，まじめに授業に
出席していたという。彼らが今後より一層の研鑽を積ま
れ，3年の実務経験を経て第三次試験に無事合格すること
を祈ってやまない。
＊
著者略歴・小澤康人（おざわ・やすひと）専修大学商学部
教授。担当は財務諸表論，財務会計論など。
 （昭和62年11月20日，212号）
⑥在学生7人，卒業生21人が合格―公認会計士試験
2008年度の公認会計士試験合格者が11月18日，金融庁の
公認会計士・監査審査会から発表され，本学から28人が合
格した（12月10日現在判明分）。うち在学生は3年次生4
人，4年次生3人のあわせて7人。在学生の合格者は年々増
えている（07年度5人，06年度3人）。合格者のうちエクス
テンションセンター会計士講座の受講生にインタビューし
た。
【08年度「旧司法試験」「公認会計士試験」合格者】
◆公認会計士試験
阿部裕泰さん　（商3，計修会，愛媛県宇和島東高）
岩瀬義幸さん　（商3，計修会，千葉県銚子商高）
橋本裕さん　　（商3，計修会，茨城県土浦第三高）
尾花透さん　　（商3，計修会，東京都赤坂高）
笠原由覚さん　（経営4，計修会，神奈川県生田高）
佐藤甲斐さん　（商4，奥西康宏ゼミ，山梨県吉田商高）
酒井真也さん　（二部商4，大検）
端山順貴さん　（平20商，神奈川県金井高）
奈須圭司さん　（平20商，計修会，大分県情報科学高）
延堂大輔さん　（平20商，首藤昭信ゼミ，岡山県瀬戸高）
澤谷賢一さん　（平成19経済，北海道大麻高）
朝倉厳太郎さん　　（平19ネット情報，静岡県下田北高）
米森達也さん　（平18商，夷谷廣政ゼミ，長崎県佐世保北
高）
渡部淳一さん　（平18商，福島県喜多方商高）
伊藤公祐さん　（平17経営，静岡県富士宮西高）
和田しょう子さん　（平17商，東京都実践女子学園高）
齋藤梓さん　　（平17商，松原成美ゼミ，山形県鶴岡南高）
平山直樹さん　（平16商，神奈川県桐蔭学園高）
横山敬一さん　（平16商，東京都専修大学付属高）
斉藤浩也さん　（平15文，廣中直行ゼミ，東京都東京大学
教育学部付属高）
滝陽介さん　　（平14商，静岡県清水市立商高）
伊藤晃一さん　（平14商，竹本達広ゼミ，静岡県富士宮西
高）
石川祐樹さん　（平14商，栃木県栃木高）
斎藤和馬さん　（平13経済，千葉県専修大学松戸高）
上坂拓司さん　（平12経済，平川東亜ゼミ，大検）
地福雄介さん　（平11法，千葉県幕張東高）
玉置修一さん　（平8法，川島いづみゼミ，茨城県緑岡高）
安川貴章さん　（平元法，広島県広島城北高）
「考える」作業を大切に　阿部裕泰さん（商3）
軽い気持ちで講座に入りましたが，熱意ある講師出会
い，「目指すなら本気で取り組んで3年次に必ず合格する」
と決意しました。
試験勉強は，論文式への対策を中心に，「考える」作業
を特に大切にしました。すぐには成果は実感できませんで
したが，問題を解き直した時や試験直前には，成長の手ご
たえをつかむことができ，自信をもって試験に臨むことが
できました。振り返ってみても勉強期間は長く，うそでも
楽しかったとは言えません。
効率より勉強量で勝負　岩瀬義幸さん（商3）
高校時代から得意科目だった簿記を生かす道として，公
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認会計士試験を目標に，会計士講座が充実している専大に
入学しました。
計算科目に比べて理論科目が苦手。その克服のためひた
すら勉強を量でこなしてきました。人によってはもっと効
率よく学習する方法があると思いますが，自分にはこれし
かないと思いました。そして量をこなしたことで「結果は
必ずついてくる」という自信につながりました。
受験勉強は，自分の得意な方法を見つけることと，毎日
の積み重ねを大切にすることだと思います。
独自の勉強法編み出す　橋本裕さん（商3）
苦手科目を作らないよう基礎を徹底的に身につける。暗
記ではなく理解する。その上で，インプット（勉強）と直
後のアウトプット（答練）をし，その結果をなるべく多く
蓄積していく。
「1回で試験に合格する」と周りに宣言。しかも，授業は
おろそかにしたくなかったから，勉強法を自分なりに編み
出して試験に挑みました。人には「要領のいい一夜漬けの
繰り返し」に見えたかもしれませんが，試験のことで常に
頭がいっぱいで，授業の合間，講座のある神田への通学時
間や食事の時間も，寸暇を惜しんで勉強しました。
「計修会」仲間と励まし合う　尾花透さん（商3）
「計修会」仲間と一緒にチャレンジし，励まし合って手
に入れた「合格」です。
大学入学時に公認会計士試験の挑戦，しかも「一発合
格」を決意しました。セメスター制を生かして3年次前期
には大学の授業を入れないようにして受験勉強に没頭。午
前は計算，午後は理論科目に集中させ，時間が許す限り机
に向かいました。専門学校の「ステップ答練」では，毎朝
7時20分から受講。つらかったですが，朝型の生活のリズ
ムが出来上がりました。
早い時期に目標設定する　笠原由覚さん（経営4）
資格を身につけて仕事をしたいと高校時代にキャリアプ
ランを立て，会計士講座が充実している本学に入学しまし
た。
計算科目が得意で，そちらに重点を置きがちになり，昨
年はあと一歩で短答式合格を逃したので，今年は理論科目
とのバランス良い学習を心がけました。受験は在学中だけ
と決めていましたので，目標を達成できてうれしいです。
早い時期に目標設定すれば，今，自分が何をするべきかが
わかってきます。中途半端ではなく，「結果」にこだわる
挑戦。その気持ちが大切だと思います。
昨年の「悔しさ」をバネに　佐藤甲斐さん（商4）
昨年の短答式は得意科目で得点を伸ばせず，わずかな差
で合格できなかった悔しさをバネに，今年は余裕をもって
試験に臨もうと，学習方法を工夫しました。
毎日，全科目の問題に目を通すようにして，試験仲間と
質問を出し合いながら，知識を定着させたことが，本当に
理解して応用できるようにするための論理的思考訓練に
なったと思います。昨年，奥西康宏ゼミの同期で現役合格
者が出たことや，試験仲間の頑張りに刺激を受け，モチ
ベーションを保つことができました。楽しみながら続けて
きた勉強が実を結びました。
 （平成20年12月15日，459号）
注）『ニュース専修』からの転載にあたって，漢数字は算用数字に
書き換え，また明らかに誤植と思われるものは訂正した。
⑹専大校友を訪ねて
① “ 南部どり ” ブランドにチャレンジ
（（株）甘竹ブロイラー　代表取締役社長　甘竹秀雄さん，昭和
33年商経学部商業学科卒）
リアス式の入り組んだ海岸線が続く岩手県大船渡市。陸
中海岸国立公園の要衝だ。岩手といえば，寒冷地と思われ
ているが，太平洋の黒潮に洗われるここ大船渡市は冬でも
積雪はまれなほど温暖，逆に夏はもっとも涼しく，気候的
に恵まれている。人呼んで，“みちのくの湘南”という
が，そのキャッチフレーズは決してオーバーではない。
人口3万9千余。近くに三陸沖の漁場を控えて，漁業の町
として知られるが，ここにどっしりと地歩を固める㈱甘竹
ブロイラーの存在は大きい。その社長が甘竹秀雄さん（昭
33商）。「ふるさとカタログ」と銘打った市の広報誌にも，
大きく紹介されているほどの地場産業の雄でもある。
甘竹さんは，のっけから，「照準はあくまで首都圏の市
場，悪いけど，岩手県は付けたしみたいなもんです」と威
勢がいい。
この人が統率するグループは「甘竹ブロイラー」を中心
に関連5社からなり800人を擁する大世帯。年商はブロイ
ラーだけでも約200億円。1日に3万5千羽のトリを処理・加
工するというから驚きだ。
「38年に，ブロイラーとして首都圏に送りこみました。
当時トリ肉は，羽だけむしって市場に持ち込むだけのもの
でした。それを解体したのだから運送費も半分に―。業
界としては初めての試みだったですね」と，往時を振り返
る。
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そのころ首都圏には大型スーパーが出現し始めた。流通
はすべてそれに乗せた。ブームを呼んだ外食産業に着目し
て成果を上げたのはいうまでもない。“チャレンジ精神”
と“先どり”―これが信条だ。
「牛には松坂とか，神戸とかブランドがあるでしょう，
なぜトリにはないのか。よし“南部どり”で売り出そう」
と，いまブランド作りに懸命だ。
エサを工夫してトリの体をアルカリ化して，低脂肪・低
コレステロールの，今のニーズに応える加工食肉づくりを
さらに進めたいとも―。
このほど NHK テレビに登場し「輸入鶏肉が安く入って
きます。しかしうちのトリは風味とコクでは絶対にヒケを
とりません。少々お高くとも，グルメ指向の食通には満足
していただけますよ。ヒナから出荷まで一貫しているから
こそ，さまざまな作戦が出来るのです。」と意気盛んだ。
甘竹さんといえば，専大卓球部60有余年の歴史に残る名
選手。「29年に入部したころは卓球界が世界に飛躍した時
代でした。ロンドンでの世界選手権に先輩が参加して輝か
しい成績で帰国しましたね。私は32年に主将になりました
が，野平明雄君（昭34経）らと組んで全日本学生で5年連
続優勝した思い出が，いまも鮮烈に甦ります」と，青春の
日々を語る言葉は踊るように若々しい。
いま同社には，常務取締役・営業本部長の鈴木英男さん
（昭41経）ら卓球部の後輩4人が参画，先輩・甘竹さんを守
り立てている。「スポーツで得た忍耐，気力の専大魂でガ
ンバっています」と“みちのく専大”の OB は誇らしく，
力強くいい放った。
 （昭和63年6月20日，219号）
②「箱根駅伝」で8人抜き
（（株）下関東急イン取締役・総支配人　木野光輝さん，昭和
42年商学部卒）
鍛えられた精神力職場で生きいき…
本州と九州を結ぶ海峡の街・下関。その下関駅前にドン
と威容を誇るのが“さわやかホテル”東急イン。全国の41
の都市・リゾート地に展開する東急電鉄系列のホテル
チェーンの一つだ。
㈱下関東急イン取締役・総支配人を務めるのが，42年商
学部卒の木野光輝さん（47歳）。
いかにもホテルマンらしく立ち居振舞もソツがなく，弁
舌もさわやか，ひとを惹きつける魅力に満ちた紳士だ。そ
れも道理，大学時代は箱根駅伝など陸上競技で“専大に木
野あり”と名を馳せ，栄光の青春を送った名選手だった。
「箱根駅伝には1年から4年まで出場しました。一番印象
に残っているのは復路の元箱根から小田原までの“花の箱
根下り”（六区）で8人をごぼう抜きして，往路の11位から
2位に浮上したことですね」と往時を振りかえる。
そして3年の時には全国学生や全日本に出場して，5千
メートル，1万メートルでは全国ナンバー・ワンに輝いた
ことも。思い出がいっぱいだ。
そんな学生界の韋駄天を実業団が見逃すはずがない。卒
業を控えて陸上の名門5社から誘いの手が伸びた。
「当時，全日本実業団の理事長だった東急電鉄の五島昇
社長（故人）から“専大の木野を採れ！”との至上命令が
出ていたとかで，東急入りを決めました」
だが，実業団は一応，職場に配属されて，スポーツと仕
事と両立させながらの選手生活だった。木野さんは東急東
横線の元住吉駅の駅手の辞令を受けた。
「大卒といえどもまず下積みから，と線路に落ちたモク
拾いからトイレの清掃，雪が降るとカンテラを灯してポイ
ントの凍結防止と，何もかもやりました。終電車のテール
ランプを見送ってやっと仮眠。でも，体育会系で鍛えられ
ましたから，全然苦にならなかったですね」
そんな余暇には陸上のトレーニングがある。「毎日別大
マラソン」や「勝田マラソン」には「東急」のゼッケンも
誇らかに走って「勝田」では3位に―。46年には東急本
社勤めの傍ら，母校専大の要請で陸上部コーチとして後輩
の育成にも努めた。
48年，東急は電鉄の直営事業としてホテルチェーンを全
国的に展開することになり「イン」をオープン。木野さん
は選ばれてまず赤坂東急に出向，ホテル業のイロハからの
修業が始まった。バーテンやウエーター，ベッドメーキン
グまでやってホテル全体の流れをつかんだ。接客には英語
も大切と，グアムの東急ホテルへアシスタント・マネー
ジャーとして出向。ホテルマンとしての腕を磨いた。
東急インでは京都山科から和歌山，名古屋の支配人を経
て，平成元年12月から下関の総支配人に。
「まず健康が第一。いまも水泳やジョギング，ゴルフと
体を動かすことは欠かしません」―海峡の街にもすっか
りなじんで，いまもスポーツを忘れないナイスミドルだ。
 （平成3年7月15日，256号）
③会計人業界のトップリーダー
（監査法人・トーマツ代表社員公認会計士　原　邦明さん，昭
和44年商学部卒）
全国ネットワークで企業経営を多面支援
いま公認会計士の人気が高い。これら公認会計士を目ざ
す学生にとって監査法人の代表社員といえば，まるで“雲
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上人”。その要職をこなしているのが，昭和44年商学部卒
の原邦明さん（46歳）だ。
原さんは現在，監査法人トーマツの代表社員のひとり。
本部・東京事務所のある港区芝浦の MS ビルに原さんを訪
ねた。同オフィスビルのワンフロアーは600坪（1,980平方
メートル），その4階から7階までの広いオフィスにはゆっ
たりとしたスタッフ・ルーム，膨大な書籍が並ぶ図書室
や，気軽にコーヒーブレークが楽しめるリフレッシュ・
ルームなど，さすが公認会計士の有資格者2,400人を擁す
る“シンクタンク”の中枢にふさわしいオフィスだ。
「東京には1,300人いますが，都内ではこのほかに三田
MC 部門，国際税務部門，虎の門のビルには大会議室や研
修センターがあります。全国には15の地区事務所があって
ネットワークで地域経済を支援しています。また海外事務
所はロサンゼルスの140人をはじめ，ニューヨークの80
人，ほかにヨーロッパ，アジア・オセアニアなど世界の都
市に総計260余人の駐在員がいて，合弁や日系企業の監査
を各国の会計基準に基づいて処理しています」という。
トーマツの専門職は，キャリアと仕事の内容によって
「スタッフ」「シニア」「スーパーバイザー」「マネジャー」
の4つの職位に分かれている。ここまでが職員であり，さ
らにステップアップすると，法人の運営全体に関する権
利，義務と責任を有する「パートナー（社員）」へと登
る。そして代表社員は普通の会社の取締役に相当し，最終
的な責任を負っている。
企業活動がますますグローバル化するにつれて，発生す
る諸問題は複雑で高度なものになっている，原さんは「う
ちでは監査，マネジメント・コンサルティング，国際投資
と税務コンサルティングの3つの柱を中心に多岐にわたる
テーマに総合的に取り組んでいます」という。
原さんは横浜の生まれ。いまでこそ会計人業界のリー
ダーとして活躍しているが，中学時代は“ハマの暴れん
坊”として野毛界隈では肩で風切ってカッ歩していたとい
う。高校は商業を選んだことから簿記の面白さを知った。
高3で簿記能力検定で1級に。初めは税理士をめざした。昭
和40年に専大に進学，当時も計修会はあったが，税理士志
望なので先輩をかついでサークル・税理研究同好会を創
設，勉強に熱中した。そのうち会計士も面白そうと，3年
から計修会に入った。
「私の場合は“遊びながら学ぶ”主義でした。でも卒業
後，女子高講師をしながら公認会計士試験に挑み，浪人2
年目で二次試験に合格し，46年にトーマツに入った。従業
員番号も46番とは奇しき因縁です」。
いまトーマツには専大卒の後輩が32人いる。校友会職域
支部を発足させたほどの勢いだ。
 （平成5年11月20日，281号）
④和食のチェーン化に成功
（株式会社・藍屋　代表取締役社長　小池泰男さん，昭和45年
商学部卒）
手づくり生かしタブーへの挑戦
いま，外食産業の規模は25兆円といわれる。自動車，
ファッションをはるかにしのぐ巨大マーケットだ。そんな
ファミリー・レストランの中でも，ひときわ群を抜くのが
“すかいらーく”。全国に800店舗が営業展開している外食
業界のトップだ。㈱藍屋はその“すかいらーく”グループ
の和食プロジェクトとして昭和61年に分社・独立した。創
業のときから社長を務めているのが，45年商学部卒業の小
池泰男さん（44歳）。
「私は卒業と同時に入社しましたが，当時は“ことぶき
食品”といってスーパーで食品販売をしていました。創業
者の兄弟4人がアメリカの流通事情研修から帰国して1か月
後でした。いまの“すかいらーく”が助走に入った時期で
した。1号店もできていませんでしたから―」
当時の外食産業は，社会の認知も得られないままに“水
商売”と同じで，大学卒の若者には魅力がなかった。
「そこへ私がダイレクトメールを頼りに飛び込んだので
すから，大歓迎されました。ですから私は大卒第1号なん
です。入社してすぐに他社のレストランで修業しました。
ボーイさんも経験しました」
やがて50年代に入って世の中は健康志向，グルメ志向に
沸いて食生活も多様化，個性化するとともにフードサービ
ス業は一挙に伸びつづけた。
「58年に洋食ひと筋の“すかいらーく”が和食部門に進
出するというので名古屋で営業開発中の私が社命で東京に
呼び戻されました。そこで開発プロジェクトを組んだわけ
です。和食のワの字も知らない全くのド素人の私がです
よ。業界では和食という“職人の世界”をチェーン化する
ことはタブーとされていました。全くの冒険でした」
試行錯誤2年ののち，いよいよ GO！となった。
「プランナーのお前がやれというので社長を仰せつかり
ました。当時は38歳の若造でした。2～3号店までは苦労し
ましたが，たまたま和食ブームという追い風に乗ったこと
と，鮮度の高い素材とすべて手づくりがうけました。鮮度
保持のためにはランチ前とディナー前に二度配送というシ
ステムをとっています」
藍屋のメニューは天ぷら，トンカツ，うなぎ，刺身を
メーンに季節感味わう旬の味を常に開発しているという。
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創業6年目の営業規模は都下，神奈川，埼玉，千葉，群
馬と関東周辺に営業圏を広げ，出店数は80店舗に上る。売
上げ235億円（平成2年12月期）。従業員は社員320人，キャ
スト5000人を擁するまでに。そして設立2年8カ月目で株式
の店頭公開を果たすという優良企業に。これは日本でも
“最短記録”という放れ業。さらに今年中には証券市場
“二部上場”を目ざすという。
「和食レストランチェーンのリーディングカンパニーと
して，21世紀には1千億円企業，350店舗を目ざします」と
小池さんは高らかに謳い上げた。
常に新しいビジョンに向かって進む“若き社長”小池さ
んの敏腕に期待！
 （平成4年2月13日，262号）
⑤新しい形の出版展開
（デアゴスティーニ　大谷秀之さん，昭和50年商学部会計学科
卒）
会計士―外資系…今「仕事は楽しく」
群馬県太田高校時代，叔父に勧められ，公認会計士を目
指した。商学部会計学科に進学し，合格率9％前後という
難関に一意専心，現役合格を果たした。
卒業後，当時ビッグエイトと呼ばれた米国系会計事務所
に勤務。語学を身につけようと，英国留学もした。公認会
計士という安定した資格を得て，厳しい外資系でもまれな
がらも，順風満帆にみえた。だが，20代半ばで立ち止まっ
た。「このままで，いいのだろうか」。悩んだ末の結論が
「10年以内に企業のトップに立つ」。
映画配給のワーナー・ブラザース，半導体メーカーのイ
ンテルを経て，人脈を培った。自らを凡人と評し，他人の
倍，時間がかかっても，成し遂げる努力をいとわず続けて
きた。
88年，ワーナー・ブラザースのビデオ部門の日本代表に
抜擢された。この時35歳。“決意”から1年早い9年後のこ
とだ。誰よりも早く出社し，最後に会社を出る毎日。懸命
に働き，業績は順調だった。しかしある時，「明日のため
に」ではなく「今日のために」仕事をこなすようになった
自分の姿に気づく。就任から10年。「引き時と思いました」。
その後移ったのが，イタリア生まれの「デアゴスティー
ニ・ジャパン」。ひとつのテーマを分冊で完成させるパー
トワーク方式が話題の出版社だ。日本市場ではパイオニア
的存在。
「『ものをつくる』ことは人間の原点。最高の営みを得ま
した」
2003年，50歳で代表取締役社長に就任。誠実な取り組み
は変わらないが，がむしゃらだったワーナー時代に比べ，
肩の力が抜けた。「仕事は楽しく」と，社員にものびのび
とした仕事を求めている。
10月15日，30年ぶりに生田キャンパスを訪れ，講師と務
める。
考えたテーマは「負けない人生」。試行錯誤し，自己流
で突破した学生時代の受験体験が「負けない人生」の支え
になった。
 （平成17年9月15日，420号）
⑥結果残す「吉田流」顧客増やす
（専修大学会計人会長・税理士　吉田伸江さん，昭和54年大学
院商学研究科修士課程修了）
「計理の専修」として名を馳せてきた本学には，校友会
に「会計人会」がある。女性として初の会長。当面の目標
は，大学の教員の協力を仰いで，会計人として活躍する卒
業生の情報を集め，若い世代の加入で会を活性化していき
たいと語る。
高校生のころからキャリアプランを描いていた。「長く
続けられる仕事をしたい。資格を取得できる学部に」と商
学部会計学科に入学。授業料免除の特待生となった。大卒
女子の就職が厳しかった時代。ゼミ指導の小澤康人教授の
勧めで大学院に進む。齊藤明教授に師事し，「税理士」を
一生の仕事にしていこうと決意した。
大学院修了後5年ほど在籍した公認会計士・税理士事務
所では，「データを鵜呑みにせず，問題意識をもって資料
にあたることの大切さ」を徹底してたたきこまれた。終電
間際まで業務に没頭するなかで力をつけ，経営セミナーの
講師なども任せられるようになる。「さまざまな人と出会
えることは刺激的でしたが，現場から離れることへの不安
を感じ，独立を決意しました」。
東京税理士会板橋支部の副支部長も務めている。区内に
は中小企業が多い。「単なる税務処理ではなく，会社を良
くしていくために一緒に頑張りましょうとポリシーを伝
え，納得していただける方とパートナーシップを結ぶよう
にしています」。厳しいが，結果を残す吉田流の仕事ぶり
が評判を呼び，顧客を増やしてきた。
納税者がもっている権利を擁護するため，行政との間に
立って，信頼にこたえる仕事をしている充実感が醍醐味だ
という。「コミュニケーション力が大切。自分らしく長く
働きたいと考えている女子学生にぜひチャレンジしてほし
いですね」とエールを送る。
事務所の本棚には整然と並んだ教科書が。「私の原点で
す」と学生時代を懐かしむように見つめた。
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 （平成21年10月15日，469号）
⑦「負けてたまるか―」常に付加価値高めて「バイリン
ガル」―外国公館で発揮
（在日スイス大使館商務・経済担当事務官　岩山浩司さん，昭
和55年商学部卒）
国際化時代，バイリンガルがもてはやされている。それ
を先取りして超難関の通訳案内業国家試験に見事合格，い
ま外国公館の事務官として縦横に活躍している若い OB が
いる。在日スイス大使館勤務の岩山浩司さん（37歳）だ。
スイス大使館のある港区南麻布の周辺は，フィンラン
ド，ドイツ，フランスなどの在日大使館もあって，国際外
交の中枢である。
正面玄関でブザーを押し来意を告げるとアポイントメン
トの有無を確認のうえ「どうぞ」の声とともに電子ロック
が外され，治外法権のスイス国に“入国”を許された。
ほどなく岩山さんがにこやかに姿を見せた。外国公館勤
めらしく洗練された身のこなし，さわやかな紳士だ。
岩山さんの現在の仕事は商務・経済の担当官。91年1月1
日に広報官として入職，昨年2月から現職に。日本からス
イスへの投資を促進するプロモーション業務。求められれ
ば大使，公使の通訳，翻訳もする。
「勤めてすぐの1月17日でした。上司が興奮して私の部屋
に入ってきて『イワヤマ，多国籍軍がイラクを空爆してい
る。君はすぐにラジオで世界の情報をキャッチしてレポー
トにまとめて提出せよ』と命令されました。瞬間，いよい
よ私もインターナショナルの渦中に入ったんだなと，私自
身も気持が高ぶりました」
岩山さんの英会話との出会いは専大入学の昭和51年に始
まる。5～6月ごろから LL 教室に通った。そこで流れるよ
うに英語を操る女子学生と知り合った。水谷弘先生が主宰
する MESS（現代英語研究会）のサークル員だった。そこ
で彼女の勧めもあって同サークル入会を決めた。
就職は英語がフルに使える旅行社一本にしぼった。しか
し当時も就職難。大手はもちろん，中小旅行社も“けんも
ほろろ”。たった一つ残っていたのが“高嶺の花”の JTB
だった。当たってくだけろ，と締切りぎりぎりに応募。あ
とはとんとん拍子に事が進んで金的を射とめた。
JTB には英語の社内検定制度があって特 A 級から C ま
でのランクがあった。特 A は全社員のうち十人ほどだっ
た。そこへの最短の道は通訳案内業国家試験にパスするこ
と。岩山さんは猛勉強して87年12月1日に合格，晴れて特
A 級の仲間入りを果たした。得意の絶頂だった。ところが
翌88年2月の人事異動でなんと英語とは無縁の地方支社へ
の配転が決まった。失意に打ちひしがれた岩山さんは8年
間勤めた JTB を去ることを決めた。
その後，88年9月からインド大使館公使の直属通訳を2年
4カ月勤めたあと，スイス大使館に“とらばーゆ”した。
「私は常に俗にいう“銘柄大学”出身者との闘いでし
た。負けてたまるかと，いつも自己の啓発と付加価値を高
めることに努めました」―たくましく，すばらしい先輩
だ。
 （平成5年10月20日，280号）
⑧自社ブランド靴で革命を
（（株）アサヒコーポレーション代表取締役社長　坂本健児さ
ん，昭56年商学部会計学科卒）
業界トップシェアを誇った老舗靴メーカー（福岡県久留
米市）は2001年から会社更生法の適用を受けているが，
「健康・快適・環境」をコンセプトに再建への道を着実に
歩んでいる。
奥村輝夫ゼミ1期生。旧社名の日本ゴムに入社し28年。
営業本部長兼務で重責を担う，10年ぶりとなる生え抜き社
長は「革命を起こす覚悟で臨む」と3月の就任会見で語
り，背中を見て仕事を学んだ三枝恒夫元社長の墓前に「3
年以内に結果を」と誓った。
ライセンスブランド中心から自社ブランド強化へ路線転
換。最大のヒット商品「快歩主義」は健康ブームに着眼
し，歩くことを科学的に分析。躓きにくく，水に浮くほど
の軽さでリピーターが多い。研究開発部長時代に手がけた
「アサヒメディカルウォーク」には，ひざのトラブルを予
防し，筋肉を強化する世界初の機能がついている。
「ウォーキング愛好者が増えていますが，ひざを痛める方
も多いのです」。大学や医療機関と「産・学・医」の連携
をとり，「靴を通じて日本の健康づくりに貢献する」こと
を目指す。
入社3年目で東南アジアの販売網開拓を任された。「ボ
ディーランゲージと『熱意』と『執念』で年間200日，商
品見本をもって，インドネシア，タイ，マレーシア，シン
ガポール，香港，台湾などを一人で回りました。その経験
と自信が，支えになっています」。
入社式で「初心を忘れずに」との気持ちを込め，新入社
員に乳幼児用ファーストシューズと『何のために働くの
か』（北尾吉孝著）を手渡した。「海外でビジネスを成功さ
せるには，幅広い知識がなければ対等に渡り合えない」
と，社員には機会あるごとに読書を勧め，自身も休日には
10冊の本を並べて乱読する。
「行動があってこそ初めて知識は生きる。ピンチのとき
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こそチャンスととらえ，『スピードと結果』をモットーに
率先垂範で勝負します」
 （平成20年11月15日，458号）
⑨起業の “ 要 ” は「人と同じことはしない」
（サティスファクトリーインターナショナル代表取締役　小松
武司さん，平成2年商学部卒）
「意志があれば，結果は自力で勝ち取れる」「成功の反対
は『挑戦しない』こと。失敗を恐れるな」。
所属する国際経営者協会（IMA）からの派遣による専修
大学経営学部の寄付講座で講義を受け持ち，人生の先輩と
して学生たちに熱いメッセージを送る。
広島県府中市で生まれ，福山市で育った。専大時代は流
通を学び，1年間休学し米国に留学も。1981年，大手流通
会社に入社したものの「ここは自分のフィールドではな
い」と6カ月で退職。
旅行会社の営業で実績を残し96年，起業に乗り出した。
会社経営は少年時代からの夢。スタートは，学生時代の友
人とともにフランチャイズ加盟のカフェ経営。その後，釜
めしデリバリー店も始めたが，大手競合店の出現などでい
ずれも失敗。
コストを見直す中で，浮かび上がったのが廃棄物の処
理。その道筋が業界の中で確立されていないのを，ビジネ
スチャンスととらえた。
2000年，企業の廃棄物・リサイクルにかかわるマネジメ
ントやコンサルティングサービスを開始。店舗，工場など
から出される廃棄物の現状を分析し，廃棄コストの適正
化，リサイクルの推進と同時に廃棄物を出さないための工
程の見直しをアドバイスする。
「費用をかけて処理していたゴミ」が，商品として収益
源の一つになる。さらに環境問題に応えることにも―。
ビジネス効果は予想を超え，現在，取引をしている事業所
は7千を数える。廃棄物処理のノウハウは，取り組んでい
る東日本大震災の被災地支援活動にも生かされている。
「ものごとが進化したところから“風景”が見えます」
貫いた精神は「人と同じことはしない」。証券会社の営
業部長で，人生の師であった亡き父・昌博さんの教えだ。
 （平成23年6月15日，489号）
⑩魚沼に U ターン銘酒の販路拡大担う
（（株）八海山執行役員　営業企画商品開発室長　中俣善也さ
ん，平成4年商学部卒）
銘酒「八海山」は，老若男女問わず幅広いファンを持つ
新潟を代表する日本酒のひとつ。地酒ブームの火付け役と
なり，十数年前までは入手し難い「幻の酒」と言われた。
新蔵を建設して生産量が増え，現在「3万石」を誇る。販
売網を広げ，米や麹を使った商品開発や多角経営にも乗り
出している。その商品開発部門のトップに就いている。
「八海山」のお膝元，新潟県南魚沼市に生まれ育った。
商学部で学んだ専大時代は，東京・新宿にある百貨店の玩
具売り場でアルバイトにいそしんだ。
「受験を終えて入学間もなく燃え尽き症候群になってし
まって。このままではいけない，懸命に取り組む何かを見
つけたいと思いました」
職場の人間関係に恵まれ，「人に使われ，人を使う際の
機微や顧客をつかむコツを探りました」。殿村晋一教授
（現名誉教授）のゼミで学び，サークルは広告研究会で雑
誌を作った。
「悔いのない4年間でした」
卒業後も迷わず「デパートで」と，新宿の別の百貨店に
就職。入社して5年，婦人雑貨売り場を任され，百貨店勤
務が天職のように思えた矢先，30歳を目前にして退職し，
故郷に U ターン。「いずれ故郷に帰ることを両親と約束し
ていましたから。仕事が面白くて，このままでは東京を離
れられなくなると思っての決断」と振り返る。
父と先代の社長が知り合いという縁から地元の八海醸造
に就職。持ち前の社交性と柔軟性で，畑違いの商売にもす
ぐ溶け込んだ。
「内心，会社と自宅を往復する毎日かなと思った」のは
大違い。営業担当として営業所新設で，東京勤務1年，大
阪勤務5年。百貨店時代に培った営業センス，人脈を生か
した販路拡大の一翼を担った。
「八海山」には，進取の気性と，杜氏や製造から経営に
至るまで，すべて品質を基準に取り組む志が貫かれる。
「最も力を入れているのは大吟醸ではなく普通酒（清酒，
本醸造）。大吟醸の造りを応用し，高級酒並みの品質で
シェアも一番。まず普通酒をお勧めします」。根っからの
営業マンだ。
 （平成25年10月15日，517号）
⑪在学中ビデオで腕磨く　ゲームの和が大切です
（TV・CF 制作会社のアシスタントプロデューサー　中村和人
さん，平成5年商学部卒）
数多くのテレビ・コマーシャルが放映されている中に，
時々ホッとさせられるものがある。その一つに「サント
リー烏龍茶」のコマーシャルがある。この CM 制作に携
わったのが，TV・CF 企画・制作会社「21インコーポレー
ション」（東京都中央区銀座7丁目）の中村和人さん。この
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ほか，担当した CM は数多いが「ホンダS-MX」もよく
知られている。
東京の東海大学高輪台高校時代から数学が得意だったの
で，商学部会計学科に進んだ。
「入学前は地味な印象だったが，明るい雰囲気の大学だ
と分かった」
小学校6年生から NHK 東京放送児童劇団に入ってい
て，高校まで在籍し，テレビの教育番組に数多く出演して
いた。しかし，大学ではゼミにもサークルにも入らなかっ
た。授業はきちんと出て，3年次までにほとんどの単位を
取得した。3年次夏には，大学の国際交流奨励制度で2ヵ月
間，ニューヨークで英会話の語学研修を受けた。
「世界中から学生が来ていて，度胸がつきました」
高校時代から，劇団で知り合った友人たちとビデオ制作
を始め，大学在学中は町のイベント，美術館などのビデオ
など制作を依頼された。「金儲けではなく，ボランティア
だった」と話す。おかげで，多くのプロアーチストと知り
合うことができ，いまの仕事にプラスになっている。
4年次になって，テレビ CM 制作会社に就職しようと考
えた。そこで，CM 専門誌の広告欄や「マスコミ電話帳」
で就職先を探し，35年間も CF を手掛けている現在の会社
を受験。芸術や落語などについて論ずるなどユニークな筆
記試験。面接では「会計学科なのになぜ制作会社を受けた
のか」の質問に「どんな仕事でも金銭感覚が必要です」と
答えた。
仕事は，広告代理店から CF 制作を依頼され，予算・ス
タッフを決め，スケジュール管理，撮影現場の進行，タレ
ントの日程調整など何でもやる。映画の“制作進行”と同
じ。アシスタントプロデューサーの肩書で，プロデュー
サーとフリーのスタッフとの調整役だが，いずれはプロ
デューサーに……。景気の低迷で，以前ほど制作本数は多
くはないと言う。
「チームでやる仕事なので，一生懸命に働いてくれるス
タッフがどれだけいるか，人との付き合いの大切さを実感
しています」と，心から仕事を楽しんでいるようだ。
 （平成11年11月15日，350号）
⑫本学2人目の NHK アナ　「情報の重要性」認識
（NHK 宇都宮放送局アナウンサー　村上真吾さん，平成7年商
学部卒）
秋田県や栃木県の方には特におなじみのこの顔は，
NHK（日本放送協会）宇都宮放送局の村上真吾さん。本
学で2人目の NHK アナウンサーである。
日本大学習志野高校から本学商学部商業学科に進学。英
語研究会（ESS）では，代表を務めた。また吉田富義ゼミ
ナールでは，コンビニエンスストアをテーマに「ヒット商
品の商品学的研究」をまとめた。一方でホテルのベルボー
イのアルバイトを経験。さまざまな活動の中で村上さんは
「情報の重要性」を強く意識し，就職先もそれにかかわる
会社を受験。
「NHK しか内定しなかったんです」と笑う村上さん。そ
れほどマスコミに固執していたわけではなかった。就職課
のマスコミ講座も「小論文を2回出しただけでした」。アナ
ウンス学院に通った経験もない。「そんな人間でも希望す
れば受かるんですね。後輩たちには，マスコミ業界は OB
が少ないから，といってあきらめないでほしい。とにかく
チャレンジすることです。後は新聞をしっかり読む習慣を
つけること。情報を取捨選択できるようになります」
1995年（平7）4月に入局。研修では「ニュースを読むこ
と」よりも「読んで伝えること」を中心に学んだ。6月に
秋田放送局に配属され，その後，毎日午後6時からの
ニュースを担当し，秋田の顔に。当時はちょっとした有名
人。「夕方のニュースは視聴率が14パーセントくらいある
んです。子どもにサインをねだられたり，スーパーで買い
物カゴをのぞかれたり……」
昨年8月に宇都宮放送局に異動し，現在は【首都圏いき
いきワイド】（午後5時5分～）の中の「いきいき中継」な
どを担当する。
「【ゆく年くる年】の生中継も経験しましたが，わずか数
分の放送のために何ヵ月もの準備を要し，100人以上のス
タッフがかかわるんです。アナウンサーはよく最終表現者
といわれ，その重責は常に感じています。将来は，この
ジャンルなら村上に……と言われるようになりたい。【の
ど自慢】の司会が目標です」と頼もしい。
「来月1月28日（日）に衛星第2で【おーい日本・今日は
とことん栃木県】が放送されます。県内のどこからかの生
中継を担当しますのでぜひ，ご覧ください」
NHK は約3年で転勤がある。いつかあなたの自宅の画面
で村上さんの人懐っこい笑顔に会えるかもしれない。
 （平成12年11月15日，362号）
⑬多面的な視点で日本企業をサポート
（デロイト トーマツ コンサルティング（株）新興国担当コンサ
ルタント　辻佳子さん（旧姓・内田），平成11年商学部卒）
タイ，バングラデシュ，マレーシアといったアジア新興
国に進出している日系企業をサポートする。月の半分は海
外出張。自らの目と耳と足で稼いだ情報「女流コンサルタ
ント　アジアを歩く」の記事は「ITMediaexecutive」サ
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イト（http://mag.executive.itmedia.co.jp/）のトップに掲
載され，「新興国のソーシャルメディアに最近注目してい
ます」と語る。
在学中はジャズサークル「MJA ブルーコーラル」の活
動に没頭。現在はプロとして活躍するドラムの吉岡大輔さ
ん（平11経済）など素晴らしいメンバーに囲まれ，ピアノ
の腕を発揮した。
コンピュータ関連の会社でプログラマーを5年経験。コ
ンサルティングの大手・アクセンチュアを経て，デロイト
トーマツコンサルティングに勤務。企業への IT サービ
ス，アウトソーシングおよび中国へのオフショア化，中長
期戦略，事業性評価などの提言を経験。現在は，アジア新
興国進出／撤退支援に注力している。「コンサルティング
業務を通して，日本市場の飽和化，日系企業の抱える課
題，日系企業の新興国進出失敗などの状況を目の当たりに
し，日系企業・日本の危機が迫っていると実感していま
す。成長期中の新興国市場をリアルに知るために，本業と
兼務で新興国訪問活動にも自己投資で励んでいます。本業
や活動を通して，一緒に成長していきたい，と思っていま
す」。
各国の政策，宗教，カルチャーを理解したうえで全体を
俯瞰し，多面的な視点から物事を捉える独自の視点が高い
評価を得ている。「日系企業のサポートは，日本の発展，
社会貢献につながるという意識で取り組んでいます。日本
人はアジアの中の立ち位置をもっと正確に把握し，意識を
改善していく必要があります」。
リサーチ兼通訳のアルバイトを海外の学生に依頼する機
会も多い。「彼らの志の高さは素晴らしい。日本の学生も
自ら実績を作って社会を変えていくという気概をもってほ
しいですね。志や心構えが変われば，それがやがて人生を
変えることにつながるはずです」。
 （平成23年5月15日，488号）
⑭中国での仕事は先入観を捨てて
（松下電器産業の「FA 制度」で海外営業にチャレンジ　小林龍
雄さん，平成12年商学部卒）
社内フリーエージェント（FA）制度に挑戦し，国内営
業から海外営業に転じたのが2年前。香港での家電製品の
商品企画，販売戦略を担う。「日本での『当たり前』が中
国ではあかんことが多い。先入観なしで臨んでいます」。
中国経済のダイナミズムを肌で感じながら「2年後の北京
五輪までに中国赴任を」と意欲を燃やす。
“格闘球技”ラクロスに打ち込んだ学生時代。独学で勉
強していた中国語を「核となるスキルにしたい」と休学
し，台北の大学に2年間，単身で語学留学した。現地の
人々と触れ合う機会に恵まれた。「台湾には義理と人情を
大切にする温かい人が多く，文化も中国本土とは違ってい
て，そこでの生活は貴重でした」。
就職は，語学を生かし「モノを作り，トレンドを生み出
す仕事を」とメーカーを中心に活動。「細やかな気配りで
接してくれた」松下電器産業に決めた。東京育ちで，本社
がある大阪は馴染みがなかったが，持ち前の柔軟性ですぐ
に，「商いの町」の水に溶け込んだ。
4年間の国内営業で量販店での乾電池販売を担当。培っ
た営業力を武器に，海外営業では香港の代理店とマーケ
ティングプランを企画・立案する。世界中のメーカーが参
入している香港。「高くても良いものは売れる」日本の感
覚での交渉は「Nomeaning」と一蹴される。日本では敬
遠される赤を基調とした製品が好まれたりする。「常に現
場を意識すること。そこの文化に応える製品を生み出す感
覚を養うこと」。最近は IH クッキングヒーターを海外初
の香港市場に登場させた。
中国の魅力は「若い世代の強い向上心」だ。夢をおくす
ることなく語る姿に接すると，学生時代の情熱を呼び覚ま
す。
「ビジネスは信頼関係の積み重ね」と実感。その上で
「自分を磨き，仕事以外での“引出し”を持つことが大
事」。後輩に送るメッセージでもある。
 （平成18年3月25日，426号）
